
　
平
成
19
年
に
制
定
さ
れ
た
鹿
児
島
大

学
憲
章
に
お
い
て
、鹿
児
島
大
学
は「
真
理

を
愛
し
、高
い
倫
理
性
と
社
会
性
を
備
え
、

向
上
心
を
持
っ
て
自
ら
困
難
に
立
ち
向
か

い
、国
際
社
会
で
活
躍
し
う
る
人
材
を
育

成
す
る
」と
謳
っ
て
い
る
。こ
の
大
学
憲
章

を
踏
ま
え
、鹿
大
の
8
学
部
10
大
学
院
研

究
科
は
、学
生
自
ら
が
学
び
、考
え
、新
し

い
こ
と
に
果
敢
に
挑
戦
で
き
る「
進
取
の
精

神
」を
養
う
た
め
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

展
開
し
、学
生
の
教
育
に
あ
た
っ
て
き
た
。

　
各
学
部
や
研
究
科
の
取
り
組
み
と
は
別

に
、鹿
大
は
共
通
教
育
に
お
い
て
全
学
を

対
象
と
し
た
海
外
研
修
の
整
備
に
も
力
を

入
れ
て
お
り
、平
成
22
年
度
か
ら
は
3
つ

の
共
通
教
育
科
目
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　
そ
の
う
ち
の
一
つ
、「
鹿
児
島
大
学
砂
漠

緑
化
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
」で
は
中
国
の
内
モ

海
外
で
学
ぶ

海
外
に
学
ぶ

〜
鹿
児
島
大
学
の
海
外
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
〜

　今
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た「
鹿
児

島
大
学
砂
漠
緑
化
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

は
、遼
寧
省
瀋
陽
市
に
あ
る
中
国
東
北

大
学
と
連
携
し
て
行
う
約
8
日
間
の
夏

季
集
中
型
の
海
外
研
修
で
あ
る
。

砂
漠
化
を
中
心
と
す
る

環
境
問
題
に
つ
い
て
考
え
る

　高
度
経
済
成
長
下
の
中
国
で
は
、国

の
移
民
政
策
に
よ
る
爆
発
的
な
人
口
増

加
や
農
業
生
産
の
拡
充
に
伴
う
無
計
画

な
森
林
伐
採
、過
度
の
放
牧
が
原
因
の

砂
漠
化
が
進
ん
で
い
る
。砂
漠
緑
化
研

修
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、九
州
の
面
積
に
匹

敵
す
る
広
さ
の
中
国
・
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治

区
ホ
ル
チ
ン
砂
漠
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
、砂

漠
化
を
中
心
と
す
る
環
境
問
題
と
人
々

の
生
活
の
あ
り
方
に
つ
い
て
考
え
る
。ま

た
、中
国
の
学
生
や
市
民
と
の
交
流
を

通
じ
、学
生
の
国
際
性
を
伸
ば
し
、育
て

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　本
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、事
前
の
集
中
講
義

と
、中
国
で
の
緑
化
研
修
で
構
成
さ
れ

て
い
る
。今
年
の
事
前
講
義
で
は
、世
界

の
砂
漠
化
や
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
の
砂

漠
化
に
つ
い
て
の
講
義
、「
鹿
児
島
環
境

学
」の
講
義
、鹿
児
島
県
霧
島
市
溝
辺
の

竹
子
地
区
で
の
農
村
体
験
な
ど
が
行
わ

れ
た
。緑
化
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
担
当
す

る
国
際
戦
略
本
部
の
加
藤
泰
久
教
授

は
、事
前
講
義
で
学
生
た
ち
に
こ
う
語

り
か
け
た
。「
鹿
児
島
県
の
農
業
は
シ
ラ

ス
や
火
山
灰
な
ど
、農
業
に
と
っ
て
は
不

利
と
い
わ
れ
る
要
素
を
乗
り
越
え
て
き

た
歴
史
が
あ
る
。今
回
の
研
修
で
は
内

モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
と
鹿
児
島
の
共
通
点

を
見
出
し
て
み
て
ほ
し
い
。ま
た
、竹
子

で
の
農
村
体
験
を
通
し
て
日
本
の
有
機

農
業
を
学
び
、中
国
の
農
業
と
の
違
い

に
つ
い
て
も
考
え
て
み
て
ほ
し
い
」

N
G
O
職
員
の
指
導
の
下

植
樹
作
業
を
実
施

　中
国
で
の
緑
化
研
修
は
平
成
22
年
9

月
4
日
〜
11
日
に
か
け
て
実
施
さ
れ
、

今
年
度
は
18
人
の
学
生
が
参
加
し
た
。

　研
修
は
中
国
東
北
大
学
の
あ
る
瀋
陽

を
拠
点
に
行
わ
れ
た
。到
着
翌
日
に
は
、

平
成
13
年
か
ら
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
で

植
樹
活
動
を
進
め
て
い
る
、国
際
環
境

N
G
O（
非
政
府
組
織
）FoE

Japan

の

成
田
正
之
氏
か
ら
講
義
を
受
け
た
。成

田
氏
か
ら
は
、現
地
で
の
砂
漠
緑
化
活

動
の
現
状
や
今
回
の
植
樹
作
業
の
手

順
、今
後
の
課
題
な
ど
に
つ
い
て
ス
ラ
イ

ド
を
使
っ
た
説
明
が
あ
り
、学
生
と
の

鹿
児
島
大
学
砂
漠
緑
化
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム

ン
ゴ
ル
自
治
区
に
あ
る
砂
漠
で
、現
地
の

大
学
や
N
G
O
の
協
力
の
も
と
、世
界
の

砂
漠
化
問
題
に
つ
い
て
学
び
、緑
化
活
動

を
体
験
す
る
。ま
た
、中
国
の
学
生
た
ち
と

の
交
流
も
積
極
的
に
行
う
。

　
ま
た
、ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
シ
リ
コ
ン
バ

レ
ー
で
平
成
16
年
か
ら
毎
年
実
施
さ
れ
て

き
た
大
学
院
生
対
象
の「
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー

セ
ミ
ナ
ー
」を
改
編
。学
部
1
・
２
年
生
が

参
加
す
る「
海
外
研
修
基
礎
コ
ー
ス
〜
異

文
化
体
験
と
自
己
実
現
〜
」と
、専
門
課

程
に
入
っ
た
学
部
生
・
大
学
院
生
が
対
象

の「
海
外
サ
マ
ー
イ
ン
タ
ー
ン
プ
ロ
グ
ラ

ム
」と
い
う
2
つ
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
生

ま
れ
変
わ
っ
た
。

　
特
集
で
は
、今
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
こ

れ
ら
3
つ
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て

詳
し
く
紹
介
す
る
。

特集

ホルチン砂漠
★

ホルチン砂漠での植樹作業
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向
上
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持
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自
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困
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に
立
ち
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か
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で
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し
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材
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育
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す
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。こ
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大
学
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章

を
踏
ま
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部
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学
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研
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生
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が
学
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、新
し

い
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に
果
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進
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め
の
教
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生
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海
外
研
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モ

海
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大
学
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漠
緑
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修
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ラ
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、遼
寧
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瀋
陽
市
に
あ
る
中
国
東
北

大
学
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連
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行
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約
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日
間
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夏

季
集
中
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の
海
外
研
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で
あ
る
。

砂
漠
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す
る

環
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済
成
長
下
の
中
国
で
は
、国

の
移
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政
策
に
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爆
発
的
な
人
口
増

加
や
農
業
生
産
の
拡
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伴
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無
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森
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の
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を
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た
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で
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き
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対
象
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コ
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バ
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改
編
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部
1
・
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年
生
が

参
加
す
る「
海
外
研
修
基
礎
コ
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ス
〜
異

文
化
体
験
と
自
己
実
現
〜
」と
、専
門
課

程
に
入
っ
た
学
部
生
・
大
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院
生
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対
象
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サ
マ
ー
イ
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タ
ー
ン
プ
ロ
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」と
い
う
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の
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プ
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ラ
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。
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で
は
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年
度
か
ら
始
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た
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ら
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介
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質
疑
応
答
も
行
わ
れ
た
。ま
た
、鹿
児
島

大
学
名
誉
教
授
で
も
あ
る
野
﨑
勉
中
国

東
北
大
学
名
誉
教
授
の「
内
モ
ン
ゴ
ル
自

治
区
砂
漠
化
と
風
沙
地
農
業
」に
つ
い

て
の
講
義
も
受
講
し
た
。

　翌
日
は
緑
化
活
動
の
現
場
へ
移
動

し
、丸
一
日
か
け
て
植
樹
作
業
を
体
験
し

た
。学
生
ら
は
現
場
の
草
取
り
を
し
た

後
、成
田
氏
か
ら
教
わ
っ
た
や
り
方
で
地

面
に
穴
を
掘
り
、マ
ツ
や
ニ
レ
の
苗
を
一つ

ず
つ
手
作
業
で
植
え
て
い
っ
た
。作
業
の

合
間
に
は
近
隣
の
村
の
農
家
を
視
察

し
、そ
の
特
徴
や
日
本
の
農
家
と
の
違
い

を
考
え
る
機
会
も
あ
っ
た
。

　研
修
期
間
中
は
緑
化
活
動
以
外
に

も
さ
ま
ざ
ま
な
交
流
や
学
習
の
機
会
が

あ
っ
た
。大
青
溝
自
然
保
護
区
の
視
察
、

瀋
陽
市
に
あ
る
世
界
文
化
遺
産
・
故

宮
、張
学
良
故
居
な
ど
を
見
学
。学
生

た
ち
は
中
国
の
街
や
自
然
、歴
史
の
ス

ケ
ー
ル
の
大
き
さ
を
体
感
し
た
。ま
た
、

中
国
東
北
大
学
で
開
催
さ
れ
た「
中
日

文
化
比
較
研
究
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」に

も
参
加
し
、講
演
に
耳
を
傾
け
た
。

　中
国
の
大
学
生
と
の
交
流
の
機
会
も

設
け
ら
れ
た
。今
回
の
研
修
を
サ
ポ
ー

ト
し
た
中
国
東
北
大
学
と
の
学
生
交
流

会
が
開
か
れ
、鹿
大
生
ら
は
日
本
を
紹

介
す
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、

日
本
に
関
心
を
も
つ
現
地
の
学
生
か
ら

の
質
問
に
答
え
た
。

　今
回
の
研
修
で
は
、世
界
の
環
境
問

題
に
つ
い
て
考
え
る
契
機
と
な
っ
た
の
は

も
ち
ろ
ん
、隣
国
・
中
国
の
現
状
を
間
近

に
見
て
、将
来
の
日
本
と
中
国
の
関
係

構
築
を
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
っ
た
ら

良
い
か
と
い
っ
た
こ
と
ま
で
考
え
る
こ
と

の
で
き
る
研
修
と
な
っ
た
。

　中国に対して良いイメージを持っていませんで
したが、近年の経済発展は目覚ましく、パワーのあ
る国だと思っていました。先入観で判断するので
はなく、実際の中国を見て考えたいと思い、参加を
決めました。また環境問題に関心があったのも参
加の理由です。
　事前講義では、砂漠緑化について知るだけで
なく、砂漠緑化の問題点についても学ぶことがで
き、とても興味深かったです。
　緑化活動はたった1日でしたが、ひたすら働きま
した。砂漠は足が砂にめりこんで歩くだけでも大変
です。こうしたことは現地に行かなければわからな
かったことだと思います。
　緑化活動以外にも、中国の学生と交流したり、
街に出て現地の中国人と触れ合うこともできまし
た。特に、日本の歴史認識について話ができたこと
がもっとも印象に残っています。
　短期間でしたが、とても有意義な研修でした。
今度は自分の力で、中国の別の街を訪れてみた
いと思います。

田尻留美さん
理学部地球環境科学科3年

　毎日、地球上から森林が非常に速いスピードで
消滅しつつあることを本で読み、小学生のころか
ら砂漠化を止めたいと考えていました。その夢を
かなえたくて、この研修に参加しました。
　現地で指導してくださったFoE Japanの成田氏
は、自分の利益よりやりがいや使命を優先してお
られます。自分が砂漠緑化に関わるのであれば、
技術革新による解決方法を見出していきたいとも
考えました。
　私たちが植樹をした場所は砂漠と言われていま
すが、少し掘ると土壌に湿り気があり、地下に水が
あることが分かりました。過放牧などの人為的な影
響で、本当に土地が砂漠化するんだと実感した瞬
間でした。
 自分が出会った現地の人々には向上心や好奇
心、やる気があり、これが中国という国の勢いなん
だと感じました。現地の人と話すと、日本に対して
悪い印象を持っている人ばかりでないこともわか
ります。研修は緑化だけでなく、いろいろなことを
知る良い機会となりました。

久田真士さん
農学部生物生産学科3年

　「
海
外
研
修
基
礎
コ
ー
ス
」は
、米
国

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
で
学

ぶ
10
日
間
の
夏
季
集
中
型
の
海
外
研
修

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。対
象
は
学
部
の

1
・
2
年
生
。大
学
入
学
後
の
早
い
段
階

で
、異
な
る
文
化
や
価
値
観
に
触
れ
る

こ
と
で
視
野
を
広
げ
、勉
学
だ
け
に
留

ま
ら
な
い
人
生
の
目
標
を
定
め
、今
後

の
自
己
実
現
の
基
礎
と
な
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
る
。

　ま
た
、こ
の
研
修
で
は
他
大
学
か
ら

参
加
者
も
受
け
入
れ
て
い
る
。研
修
先

の
人
々
と
交
流
す
る
だ
け
で
な
く
、鹿

大
以
外
の
日
本
人
学
生
を
参
加
さ
せ
る

こ
と
で
刺
激
を
与
え
合
い
、教
育
効
果

を
さ
ら
に
高
め
る
の
が
ね
ら
い
だ
。今
年

度
は
鹿
大
か
ら
10
人
、他
大
学
か
ら
3

人
の
計
13
人
が
参
加
し
た
。

有
名
企
業
や
優
秀
な
人
材
が

集
う
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー

　カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
サ
ン
ノ
ゼ
市
近
郊

の
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
は
、世
界
的
な
I
T

関
連
企
業
、バ
イ
オ
関
連
企
業
が
集
中

し
、世
界
の
技
術
革
新
の
中
心
地
と
し

て
知
ら
れ
て
い
る
。世
界
中
か
ら
さ
ま
ざ

ま
な
国
籍
の
優
秀
な
人
材
が
集
ま
り
、

多
人
種
・
多
民
族
化
が
進
ん
で
い
る
地

域
で
も
あ
る
。学
生
た
ち
は
こ
の
地
を

拠
点
と
し
て
、現
地
の
大
学
や
企
業
を

訪
問
。ま
た
、海
外
で
活
躍
す
る
起
業
家

や
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
よ
る
講
演
会
に
参

加
し
た
り
、現
地
で
活
躍
す
る
日
本
人

と
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
も
行
っ
た
。

　鹿
大
が
主
催
す
る「
第
5
回
日
米
未

来
フ
ォ
ー
ラ
ム
」に
も
参
加
し
た
。今
年

度
は
咸
臨
丸
遣
米
1
5
0
周
年
が
テ
ー

マ
。米
国
人
の
学
生
と
共
に
日
米
間
の

歴
史
を
学
び
、今
後
の
日
米
関
係
や
世

界
の
あ
る
べ
き
姿
に
つ
い
て
、英
語
で
の

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
と
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
に
も
挑
戦
し
た
。

日
本
と
ア
メ
リ
カ
の
違
い
を

現
地
で
実
感

　医
学
部
医
学
科
1
年
の
有
馬
純
矢

さ
ん
は「
異
文
化
の
世
界
を
直
に
体
験

し
た
い
」と
研
修
へ
の
参
加
を
決
め
た
。

「
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
や
大
学
の
研
究
室
、

農
場
な
ど
で
研
修
し
、現
地
で
活
躍
し

て
い
る
日
本
人
の
方
々
の
お
話
を
聞
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。ア
メ
リ
カ
の
文
化

を
知
る
と
同
時
に
、日
本
と
の
違
い
に

衝
撃
も
受
け
ま
し
た
。他
の
学
生
に
も

外
か
ら
日
本
を
見
る
体
験
を
ぜ
ひ
し
て

ほ
し
い
」と
話
し
て
く
れ
た
。

海
外
研
修
基
礎
コ
ー
ス
〜
異
文
化
体
験
と
自
己
実
現
〜

★

　「海外研修基礎コース」に参加するにあ
たり、受講しておくべき科目が２つある。前
期開講の「国際プロフェッショナル概論」と
後期開講の「国際イノベーション概論」だ。
前者では、国際社会で活躍できる人材とな
るためにはどのようなスキルを身に付ける
べきか、またどのような心構えでそのスキル
を習得すべきかを学ぶ。後者では、世界が
直面する医療、環境、教育、食糧、紛争など
の課題を解決するために必要なイノベー
ションの重要性とその習得方法を学ぶ。
　講義では、井手祐二北米教育研究セン
ター長を始め、米国で起業したVenture 
Access社CEOの安藤茂彌特任教授、
Gallasus, Inc.社CEOの橋本千香特任教
授が教鞭をとる。また、高速インターネット
を介し、長嶺安政在サンフランシスコ日本
国総領事など、米国のさまざまな分野で活
躍する日本人を講師に迎えた双方向の遠
隔授業も実施。学生が海外研修に参加を
希望するきっかけとなっている。

「国際プロフェッショナル概論」と
「国際イノベーション概論」

＊

S t u d e n t s  V o i c e

＊　日米未来フォーラム
鹿児島大学が主催し、次世代を担う日本と米国の若者のために、日本とアメリカの新しい
関係を考え行動することを目的とした国際フォーラム。在サンフランシスコ日本国総領事館
や日本学術振興会、現地の大学、JUNBA（サンフランシスコ・ベイエリア大学間連携ネット
ワーク）などとの協力の下、開催している。

シリコンバレー

世界文化遺産北陵を見学

中国東北大学での学生交流会

成田氏指導のもとでの植樹作業

NeuroSky社にて脳波でおもちゃを動かす実験を見学

到着後のオリエンテーションの様子

日米未来フォーラムの様子
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質
疑
応
答
も
行
わ
れ
た
。ま
た
、鹿
児
島

大
学
名
誉
教
授
で
も
あ
る
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﨑
勉
中
国

東
北
大
学
名
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教
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内
モ
ン
ゴ
ル
自

治
区
砂
漠
化
と
風
沙
地
農
業
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つ
い

て
の
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も
受
講
し
た
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農
家
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の
違
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考
え
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機
会
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っ
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遺
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故
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生
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然
、歴
史
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を
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開
催
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中
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」に
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参
加
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傾
け
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。
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交
流
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介
す
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プ
レ
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ー
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ョ
ン
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行
い
、
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学
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か
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質
問
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答
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。
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。
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到着後のオリエンテーションの様子

日米未来フォーラムの様子
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夢
を
か
な
え
る
た
め
に

鹿
大
で
学
び
、海
外
で
学
ぶ

　
今
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
3
つ
の
海
外
研

修
を
み
て
き
た
。こ
れ
ら
以
外
に
も
、ベ
ト

ナ
ム
か
ミ
ャ
ン
マ
ー
で
農
作
業
な
ど
を
体

験
す
る
共
通
教
育
科
目「
国
際
協
力
体
験

講
座
」や
、マ
レ
ー
シ
ア
や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
な

ど
で
研
究
を
行
う「
熱
帯
域
に
お
け
る
生

物
資
源
の
多
様
性
保
全
の
た
め
の
国
際
教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
」な
ど
、鹿
大
は
さ
ま
ざ
ま

な
海
外
研
修
の
機
会
を
提
供
し
て
い
る
。

　
学
生
時
代
に
世
界
を
見
て
、多
種
多
様

な
人
と
交
流
す
る
こ
と
は
、
視
野
を
広

げ
、価
値
観
の
転
換
を
も
た
ら
し
、学
生
が

卒
業
後
の
人
生
を
考
え
る
上
で
大
変
貴

重
な
機
会
と
な
る
。若
い
う
ち
に
参
加
す

る
こ
と
で
、そ
の
後
の
4
年
間
、あ
る
い
は

6
年
間
の
過
ご
し
方
に
良
い
影
響
を
与

え
、有
意
義
な
学
生
生
活
を
送
る
こ
と
に

も
つ
な
が
る
。

　
井
手
北
米
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
長
に
よ

れ
ば
、海
外
研
修
に
参
加
し
た
こ
と
で「
専

門
を
活
か
し
て
社
会
に
貢
献
し
た
い
」と
い

う
目
標
が
明
確
に
な
り
、鹿
大
と
海
外
の

大
学
院
で
学
ん
だ
後
、夢
を
か
な
え
た
学

生
も
い
る
と
い
う
。

　
地
方
の
総
合
大
学
に
こ
の
よ
う
な
充
実

し
た
海
外
研
修
の
機
会
が
用
意
さ
れ
て
い

る
こ
と
は
珍
し
い
。鹿
大
生
が
自
分
の
夢

を
か
な
え
る
た
め
に
、積
極
的
に
受
講
す

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

　海
外
研
修
は
10
日
間
〜
1
カ
月
程
度

で
す
か
ら
、知
識
や
技
術
を
学
ぶ
と
い
っ

て
も
限
界
が
あ
り
ま
す
。で
は
、海
外
研

修
の
真
の
目
的
は
何
か
。自
分
の
人
生

は
一つ
の
道
だ
け
で
は
な
い
こ
と
、い
ろ
い

ろ
な
可
能
性
が
あ
る
の
だ
と
い
う
こ
と

に「
気
づ
く
」こ
と
で
す
。

　過
去
6
年
間
実
施
し
て
き
た
シ
リ
コ

ン
バ
レ
ー
セ
ミ
ナ
ー
は
わ
ず
か
1
週
間
の

海
外
研
修
で
し
た
。そ
れ
で
も
参
加
し

た
学
生
は
世
界
各
国
か
ら
来
た
プ
ロ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
に
接
し
、自
分
の
知
ら
な

い
さ
ま
ざ
ま
な
仕
事
が
あ
る
こ
と
、日
本

と
は
異
な
る
世
界
、文
化
、考
え
方
が
あ

る
ん
だ
と
い
う
こ
と
に
気
づ
い
て
く
れ
ま

し
た
。そ
こ
で
、今
年
度
か
ら
は
学
生
の

皆
さ
ん
が
よ
り
深
い
気
づ
き
を
得
て
く

れ
る
こ
と
を
期
待
し
、さ
ら
に
効
果
的

な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
み
立
て
ま
し
た
。

若
い
う
ち
に

世
界
を
見
る
こ
と
の
意
味

　若
い
う
ち
に
世
界
を
見
る
こ
と
に
は
、

大
き
な
意
味
が
あ
り
ま
す
。一つ
は
視
野

が
広
が
る
と
い
う
こ
と
で
す
。日
本
以
外

の
世
界
を
見
て
、今
ま
で
会
っ
た
こ
と
の

な
い
よ
う
な
人
に
会
い
、そ
の
人
の
経
験

談
や
仕
事
に
つ
い
て
話
を
聞
く
。現
地
の

大
学
生
が
何
を
め
ざ
し
、ど
ん
な
勉
強

を
し
て
い
る
か
を
知
る
。そ
う
し
た
経
験

を
通
し
て
、自
分
の
可
能
性
を
狭
め
ず
、

幅
広
い
視
野
で
物
事
を
考
え
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
　

　も
う
一つ
の
意
味
は
、い
ろ
い
ろ
な
こ

と
に
対
す
る
価
値
観
が
変
わ
る
と
い
う

こ
と
で
す
。世
界
の
国
々
に
つ
い
て
歴
史

も
含
め
て
深
く
知
る
こ
と
で
、日
本
が

世
界
の
中
で
ど
う
あ
る
べ
き
か
を
考
え
、

行
動
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。日
本

だ
け
で
育
っ
た「
モ
ノ
ラ
ル
な
日
本
人
」

だ
と
、日
本
の
価
値
観
で
し
か
物
事
を

判
断
・
理
解
で
き
ま
せ
ん
。

広
い
視
野
を
持
ち

相
手
の
価
値
観
を
理
解
で
き
る

人
材
を
育
成

　広
い
視
野
を
持
ち
、価
値
観
が
変
わ

れ
ば
、国
や
文
化
や
宗
教
の
異
な
る
人

の
こ
と
も
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
か
ら
、理
解
力
は
大
変
深
く
な
り
ま

す
。問
題
に
ぶ
つ
か
っ
た
と
き
、一つ
の
考

　「
海
外
サ
マ
ー
イ
ン
タ
ー
ン
プ
ロ
グ
ラ

ム
」は
、国
際
的
に
活
躍
で
き
る
人
材
の

養
成
を
目
的
と
し
た
夏
季
集
中
型
の
海

外
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。

　参
加
学
生
は
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
サ
ン

ノ
ゼ
市
に
あ
る
企
業
な
ど
で
2
週
間
の

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
経
験
で
き
る
。イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
終
了
後
は
、先
に
紹
介

し
た
海
外
研
修
基
礎
コ
ー
ス
に
合
流
し
、

約
1
カ
月
間
を
ア
メ
リ
カ
で
過
ご
す
。対

象
は
、学
部
2
・
3
・
4
年
生
と
大
学
院

生
。他
大
学
か
ら
の
参
加
者
も
受
け
入

れ
る
。

海
外
で
働
く
こ
と
を

体
験
で
き
る
研
修

　今
年
度
は
鹿
大
か
ら
15
人
、他
大
学

か
ら
4
人
の
計
19
人
が
参
加
し
た
。研

修
先
と
し
て
大
学
の
研
究
室
、日
本
語

補
習
校
、高
等
学
校
、I
T
企
業
、新
聞

社
、旅
行
会
社
、会
計
事
務
所
、コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
事
務
所
な
ど
計
11
機
関
が
選

ば
れ
、学
生
は
自
分
の
希
望
に
近
い
研

修
先
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
の
間
、学
生
は
現
地
の
キ
ッ
チ

ン
付
き
ア
パ
ー
ト
で
集
団
生
活
を
し
な

が
ら
、研
修
先
に「
通
勤
」す
る
。

大
き
な
成
果
を
得
た

鹿
大
生
た
ち

　ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業「N

euroSky

」で
研

修
し
た
大
学
院
理
工
学
研
究
科
2
年

の
羽
生
大
仁
さ
ん
は
、グ
ロ
ー
バ
ル
社
会

に
必
要
な
ス
キ
ル
が
何
な
の
か
を
現
地

で
見
つ
け
、習
得
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
へ
の
参
加
を
決
め

た
。「N

euroSky

は
生
体
信
号
を
用
い

た
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
開
発
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
を
提
供
す
る
企
業
。ア
プ
リ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
性
能
評
価
を
任
さ
れ
、評

価
を
基
に
技
術
担
当
者
と
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
し
な
が
ら
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

改
善
に
取
り
組
み
ま
し
た
。国
際
社
会

で
は
異
な
る
人
種
が
共
存
し
な
が
ら
、

ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
ビ
ジ
ネ
ス
が
行
わ

れ
て
い
る
こ
と
を
実
感
で
き
ま
し
た
」と

感
想
を
語
る
。

　「San Jose M
ercury N

ew
s

」の
編

集
局
を
研
修
先
に
選
ん
だ
法
文
学
部
4

年
の
福
盛
三
南
美
さ
ん
は
、英
語
力
を

鍛
え
、ア
メ
リ
カ
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
や

現
地
の
人
の
考
え
方
を
学
び
た
い
と
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参
加
し
た
。「
記
者
の

方
を
目
の
前
に
し
て
日
本
の
新
聞
社
の

海
外
サ
マ
ー
イ
ン
タ
ー
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム 

in 

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
サ
ン
ノ
ゼ

★

携
帯
サ
イ
ト
に
つ
い
て
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
を
す
る
機
会
を
与
え
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。ま
た
、自
ら
希
望
を
出
し
て
、

犯
罪
担
当
記
者
の
取
材
に
同
行
す
る
と

い
う
経
験
も
で
き
ま
し
た
。英
会
話
が

苦
手
で
あ
っ
て
も『
学
び
た
い
』と
い
う

積
極
的
な
姿
勢
を
見
せ
れ
ば
、相
手
は

理
解
し
、支
援
し
て
く
れ
る
。貪
欲
に
学

ぶ
こ
と
の
大
切
さ
を
知
っ
た
こ
と
は
大

き
な
成
果
で
し
た
」と
話
す
。

　2
週
間
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
が
学
生

た
ち
に
与
え
た
影
響
は
非
常
に
大
き

か
っ
た
と
い
え
る
。

サンノゼ

海
外
研
修
の
目
的
は

自
分
の
可
能
性
に

「
気
づ
く
」こ
と

鹿児島大学北米教育研究センター長

井手 祐二 特任教授
（米ピクセラ社CEO、工学部卒業生）

え
方
に
縛
ら
れ
ず
、さ
ま
ざ
ま
な
方
向

か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
し
、解
決
策
を
出
す
こ

と
が
で
き
る
の
で
す
。そ
こ
に
日
本
人

な
ら
で
は
の
緻
密
さ
、協
調
性
、思
い
や

り
が
加
わ
れ
ば
、そ
れ
は
大
き
な
武
器

と
な
り
ま
す
。

　世
界
は
医
療
、教
育
、経
済
、環
境
、食

料
、紛
争
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
共
通
課
題

を
抱
え
て
い
ま
す
。こ
れ
ら
を
解
決
し
て

い
く
の
は
単
に
優
秀
な
人
じ
ゃ
な
い
。相

手
の
こ
と
を
理
解
し
、自
分
に
と
っ
て
も

相
手
に
と
っ
て
も
地
球
に
と
っ
て
も
何
が

一
番
良
い
の
か
と
い
う
解
を
出
せ
る
人
で

す
。そ
う
い
う
人
を
育
て
る
た
め
に
、私

た
ち
は
長
期
的
な
視
点
に
立
っ
て
海
外

研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
み
立
て
て
い
ま

す
。30
年
、50
年
先
に
国
際
社
会
で
大
き

な
貢
献
を
す
る
人
が
鹿
大
か
ら
何
人
も

出
て
く
る
、と
い
う
の
が
私
の
夢
で
す
。

　ぜ
ひ
鹿
児
島
大
学
の
提
供
す
る
海
外

研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
て
み
て
く
だ

さ
い
。今
回
紹
介
し
た
も
の
以
外
で
も

構
い
ま
せ
ん
。と
に
か
く
若
い
う
ち
に
一

度
、外
の
世
界
を
見
て
く
だ
さ
い
。

いで・ゆうじ／昭和32年福岡県
生まれ。昭和54年鹿児島大学
工学部電子工学科を卒業、東
芝に入社。平成4年東芝を退社
し、渡米。翌年米国シリコンバ
レーでピクセラ・コーポレーション
を設立。シリコンバレーでベン
チャー企業を創業し、成功させた
数少ない日本人として、大学や
政府、企業団体などでの講演活
動も精力的に行う。平成20年
から北米教育研究センター長。

学生たちへのメッセージ

NeuroSkyでアプリケーションの問題点・改善点について
エンジニアと議論

スタンフォード大学での遺伝子実験

San Jose Mercury Newsで編集会議に参加
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夢
を
か
な
え
る
た
め
に

鹿
大
で
学
び
、海
外
で
学
ぶ

　
今
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
3
つ
の
海
外
研

修
を
み
て
き
た
。こ
れ
ら
以
外
に
も
、ベ
ト

ナ
ム
か
ミ
ャ
ン
マ
ー
で
農
作
業
な
ど
を
体

験
す
る
共
通
教
育
科
目「
国
際
協
力
体
験

講
座
」や
、マ
レ
ー
シ
ア
や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
な

ど
で
研
究
を
行
う「
熱
帯
域
に
お
け
る
生

物
資
源
の
多
様
性
保
全
の
た
め
の
国
際
教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
」な
ど
、鹿
大
は
さ
ま
ざ
ま

な
海
外
研
修
の
機
会
を
提
供
し
て
い
る
。

　
学
生
時
代
に
世
界
を
見
て
、多
種
多
様

な
人
と
交
流
す
る
こ
と
は
、
視
野
を
広

げ
、価
値
観
の
転
換
を
も
た
ら
し
、学
生
が

卒
業
後
の
人
生
を
考
え
る
上
で
大
変
貴

重
な
機
会
と
な
る
。若
い
う
ち
に
参
加
す

る
こ
と
で
、そ
の
後
の
4
年
間
、あ
る
い
は

6
年
間
の
過
ご
し
方
に
良
い
影
響
を
与

え
、有
意
義
な
学
生
生
活
を
送
る
こ
と
に

も
つ
な
が
る
。

　
井
手
北
米
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
長
に
よ

れ
ば
、海
外
研
修
に
参
加
し
た
こ
と
で「
専

門
を
活
か
し
て
社
会
に
貢
献
し
た
い
」と
い

う
目
標
が
明
確
に
な
り
、鹿
大
と
海
外
の

大
学
院
で
学
ん
だ
後
、夢
を
か
な
え
た
学

生
も
い
る
と
い
う
。

　
地
方
の
総
合
大
学
に
こ
の
よ
う
な
充
実

し
た
海
外
研
修
の
機
会
が
用
意
さ
れ
て
い

る
こ
と
は
珍
し
い
。鹿
大
生
が
自
分
の
夢

を
か
な
え
る
た
め
に
、積
極
的
に
受
講
す

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

　海
外
研
修
は
10
日
間
〜
1
カ
月
程
度

で
す
か
ら
、知
識
や
技
術
を
学
ぶ
と
い
っ

て
も
限
界
が
あ
り
ま
す
。で
は
、海
外
研

修
の
真
の
目
的
は
何
か
。自
分
の
人
生

は
一つ
の
道
だ
け
で
は
な
い
こ
と
、い
ろ
い

ろ
な
可
能
性
が
あ
る
の
だ
と
い
う
こ
と

に「
気
づ
く
」こ
と
で
す
。

　過
去
6
年
間
実
施
し
て
き
た
シ
リ
コ

ン
バ
レ
ー
セ
ミ
ナ
ー
は
わ
ず
か
1
週
間
の

海
外
研
修
で
し
た
。そ
れ
で
も
参
加
し

た
学
生
は
世
界
各
国
か
ら
来
た
プ
ロ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
に
接
し
、自
分
の
知
ら
な

い
さ
ま
ざ
ま
な
仕
事
が
あ
る
こ
と
、日
本

と
は
異
な
る
世
界
、文
化
、考
え
方
が
あ

る
ん
だ
と
い
う
こ
と
に
気
づ
い
て
く
れ
ま

し
た
。そ
こ
で
、今
年
度
か
ら
は
学
生
の

皆
さ
ん
が
よ
り
深
い
気
づ
き
を
得
て
く

れ
る
こ
と
を
期
待
し
、さ
ら
に
効
果
的

な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
み
立
て
ま
し
た
。

若
い
う
ち
に

世
界
を
見
る
こ
と
の
意
味

　若
い
う
ち
に
世
界
を
見
る
こ
と
に
は
、

大
き
な
意
味
が
あ
り
ま
す
。一つ
は
視
野

が
広
が
る
と
い
う
こ
と
で
す
。日
本
以
外

の
世
界
を
見
て
、今
ま
で
会
っ
た
こ
と
の

な
い
よ
う
な
人
に
会
い
、そ
の
人
の
経
験

談
や
仕
事
に
つ
い
て
話
を
聞
く
。現
地
の

大
学
生
が
何
を
め
ざ
し
、ど
ん
な
勉
強

を
し
て
い
る
か
を
知
る
。そ
う
し
た
経
験

を
通
し
て
、自
分
の
可
能
性
を
狭
め
ず
、

幅
広
い
視
野
で
物
事
を
考
え
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
　

　も
う
一つ
の
意
味
は
、い
ろ
い
ろ
な
こ

と
に
対
す
る
価
値
観
が
変
わ
る
と
い
う

こ
と
で
す
。世
界
の
国
々
に
つ
い
て
歴
史

も
含
め
て
深
く
知
る
こ
と
で
、日
本
が

世
界
の
中
で
ど
う
あ
る
べ
き
か
を
考
え
、

行
動
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。日
本

だ
け
で
育
っ
た「
モ
ノ
ラ
ル
な
日
本
人
」

だ
と
、日
本
の
価
値
観
で
し
か
物
事
を

判
断
・
理
解
で
き
ま
せ
ん
。

広
い
視
野
を
持
ち

相
手
の
価
値
観
を
理
解
で
き
る

人
材
を
育
成

　広
い
視
野
を
持
ち
、価
値
観
が
変
わ

れ
ば
、国
や
文
化
や
宗
教
の
異
な
る
人

の
こ
と
も
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
か
ら
、理
解
力
は
大
変
深
く
な
り
ま

す
。問
題
に
ぶ
つ
か
っ
た
と
き
、一つ
の
考

　「
海
外
サ
マ
ー
イ
ン
タ
ー
ン
プ
ロ
グ
ラ

ム
」は
、国
際
的
に
活
躍
で
き
る
人
材
の

養
成
を
目
的
と
し
た
夏
季
集
中
型
の
海

外
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。

　参
加
学
生
は
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
サ
ン

ノ
ゼ
市
に
あ
る
企
業
な
ど
で
2
週
間
の

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
経
験
で
き
る
。イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
終
了
後
は
、先
に
紹
介

し
た
海
外
研
修
基
礎
コ
ー
ス
に
合
流
し
、

約
1
カ
月
間
を
ア
メ
リ
カ
で
過
ご
す
。対

象
は
、学
部
2
・
3
・
4
年
生
と
大
学
院

生
。他
大
学
か
ら
の
参
加
者
も
受
け
入

れ
る
。

海
外
で
働
く
こ
と
を

体
験
で
き
る
研
修

　今
年
度
は
鹿
大
か
ら
15
人
、他
大
学

か
ら
4
人
の
計
19
人
が
参
加
し
た
。研

修
先
と
し
て
大
学
の
研
究
室
、日
本
語

補
習
校
、高
等
学
校
、I
T
企
業
、新
聞

社
、旅
行
会
社
、会
計
事
務
所
、コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
事
務
所
な
ど
計
11
機
関
が
選

ば
れ
、学
生
は
自
分
の
希
望
に
近
い
研

修
先
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
の
間
、学
生
は
現
地
の
キ
ッ
チ

ン
付
き
ア
パ
ー
ト
で
集
団
生
活
を
し
な

が
ら
、研
修
先
に「
通
勤
」す
る
。

大
き
な
成
果
を
得
た

鹿
大
生
た
ち

　ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業「N

euroSky

」で
研

修
し
た
大
学
院
理
工
学
研
究
科
2
年

の
羽
生
大
仁
さ
ん
は
、グ
ロ
ー
バ
ル
社
会

に
必
要
な
ス
キ
ル
が
何
な
の
か
を
現
地

で
見
つ
け
、習
得
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
へ
の
参
加
を
決
め

た
。「N

euroSky

は
生
体
信
号
を
用
い

た
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
開
発
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
を
提
供
す
る
企
業
。ア
プ
リ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
性
能
評
価
を
任
さ
れ
、評

価
を
基
に
技
術
担
当
者
と
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
し
な
が
ら
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

改
善
に
取
り
組
み
ま
し
た
。国
際
社
会

で
は
異
な
る
人
種
が
共
存
し
な
が
ら
、

ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
ビ
ジ
ネ
ス
が
行
わ

れ
て
い
る
こ
と
を
実
感
で
き
ま
し
た
」と

感
想
を
語
る
。

　「San Jose M
ercury N

ew
s

」の
編

集
局
を
研
修
先
に
選
ん
だ
法
文
学
部
4

年
の
福
盛
三
南
美
さ
ん
は
、英
語
力
を

鍛
え
、ア
メ
リ
カ
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
や

現
地
の
人
の
考
え
方
を
学
び
た
い
と
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参
加
し
た
。「
記
者
の

方
を
目
の
前
に
し
て
日
本
の
新
聞
社
の

海
外
サ
マ
ー
イ
ン
タ
ー
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム 

in 

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
サ
ン
ノ
ゼ

★

携
帯
サ
イ
ト
に
つ
い
て
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
を
す
る
機
会
を
与
え
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。ま
た
、自
ら
希
望
を
出
し
て
、

犯
罪
担
当
記
者
の
取
材
に
同
行
す
る
と

い
う
経
験
も
で
き
ま
し
た
。英
会
話
が

苦
手
で
あ
っ
て
も『
学
び
た
い
』と
い
う

積
極
的
な
姿
勢
を
見
せ
れ
ば
、相
手
は

理
解
し
、支
援
し
て
く
れ
る
。貪
欲
に
学

ぶ
こ
と
の
大
切
さ
を
知
っ
た
こ
と
は
大

き
な
成
果
で
し
た
」と
話
す
。

　2
週
間
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
が
学
生

た
ち
に
与
え
た
影
響
は
非
常
に
大
き

か
っ
た
と
い
え
る
。

サンノゼ

海
外
研
修
の
目
的
は

自
分
の
可
能
性
に

「
気
づ
く
」こ
と

鹿児島大学北米教育研究センター長

井手 祐二 特任教授
（米ピクセラ社CEO、工学部卒業生）

え
方
に
縛
ら
れ
ず
、さ
ま
ざ
ま
な
方
向

か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
し
、解
決
策
を
出
す
こ

と
が
で
き
る
の
で
す
。そ
こ
に
日
本
人

な
ら
で
は
の
緻
密
さ
、協
調
性
、思
い
や

り
が
加
わ
れ
ば
、そ
れ
は
大
き
な
武
器

と
な
り
ま
す
。

　世
界
は
医
療
、教
育
、経
済
、環
境
、食

料
、紛
争
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
共
通
課
題

を
抱
え
て
い
ま
す
。こ
れ
ら
を
解
決
し
て

い
く
の
は
単
に
優
秀
な
人
じ
ゃ
な
い
。相

手
の
こ
と
を
理
解
し
、自
分
に
と
っ
て
も

相
手
に
と
っ
て
も
地
球
に
と
っ
て
も
何
が

一
番
良
い
の
か
と
い
う
解
を
出
せ
る
人
で

す
。そ
う
い
う
人
を
育
て
る
た
め
に
、私

た
ち
は
長
期
的
な
視
点
に
立
っ
て
海
外

研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
み
立
て
て
い
ま

す
。30
年
、50
年
先
に
国
際
社
会
で
大
き

な
貢
献
を
す
る
人
が
鹿
大
か
ら
何
人
も

出
て
く
る
、と
い
う
の
が
私
の
夢
で
す
。

　ぜ
ひ
鹿
児
島
大
学
の
提
供
す
る
海
外

研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
て
み
て
く
だ

さ
い
。今
回
紹
介
し
た
も
の
以
外
で
も

構
い
ま
せ
ん
。と
に
か
く
若
い
う
ち
に
一

度
、外
の
世
界
を
見
て
く
だ
さ
い
。

いで・ゆうじ／昭和32年福岡県
生まれ。昭和54年鹿児島大学
工学部電子工学科を卒業、東
芝に入社。平成4年東芝を退社
し、渡米。翌年米国シリコンバ
レーでピクセラ・コーポレーション
を設立。シリコンバレーでベン
チャー企業を創業し、成功させた
数少ない日本人として、大学や
政府、企業団体などでの講演活
動も精力的に行う。平成20年
から北米教育研究センター長。

学生たちへのメッセージ

NeuroSkyでアプリケーションの問題点・改善点について
エンジニアと議論

スタンフォード大学での遺伝子実験

San Jose Mercury Newsで編集会議に参加
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私
た
ち
の
眼
球
の
網
膜
に
は
、明
る

い
と
こ
ろ
で
色
を
識
別
す
る
錐

体
細
胞
、暗
い
と
こ
ろ
で
働
く
桿
体
細
胞

が
あ
る
。こ
の
2
つ
の
視
細
胞
に
よ
っ
て
、

人
間
は
も
の
を
見
た
り
、識
別
し
た
り
し

て
い
る
と
長
年
考
え
ら
れ
て
き
た
。

　
1
9
9
9
年
、ニ
ワ
ト
リ
の
網
膜
で

「
メ
ラ
ノ
プ
シ
ン
神
経
節
細
胞（
以
下
、

m
R
G
C
）」が
発
見
さ
れ
た
。当
時
、こ

の
ニュ
ー
ス
は
米
科
学
誌『
サ
イ
エ
ン
ス
』

の
10
大
ト
ピ
ッ
ク
ス
に
選
ば
れ
る
ほ
ど

大
き
な
話
題
と
な
っ
た
。2
0
0
5
年

に
は
同
じ
細
胞
が
人
間
に
も
あ
る
こ
と

が
わ
か
っ
て
い
る
。

m
R
G
C
の

存
在
理
由
と
は

　
m
R
G
C
は
メ
ラ
ノ
プ
シ
ン
と
い
う

光
受
容
タ
ン
パ
ク
質
を
持
ち
、光
を
感
知

す
る
細
胞
で
あ
る
。概＊

日
リ
ズ
ム
の
調
整

や
、瞳
孔
が
大
き
く
な
っ
た
り
小
さ
く

な
っ
た
り
す
る
瞳
孔
反
応
に
も
密
接
に

関
係
し
て
い
る
と
さ
れ
る
。し
か
し
、こ

れ
ら
は
m
R
G
C
の
機
能
の
ご
く
一
部

で
あ
り
、m
R
G
C
の
機
能
は
ま
だ
他

に
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
辻
村
准
教

授
は
考
え
て
い
る
。

　「
錐
体
細
胞
や
桿
体
細
胞
に
つ
い
て

の
研
究
は
、人
工
網
膜
が
開
発
さ
れ
る

ほ
ど
進
ん
で
い
ま
す
。網
膜
で
は
今
後
、

目
新
し
い
発
見
は
な
い
だ
ろ
う
と
思

わ
れ
て
い
た
時
期
に
、新
し
い
視
細
胞

メ
ラ
ノ
プ
シ
ン
神
経
節
細
胞
の

機
能
解
明
に
挑
む

2
0
0
5
年
、人
間
の
眼
球
か
ら
メ
ラ
ノ
プ
シ
ン
神
経
節
細
胞（
m
R
G
C
）と

呼
ば
れ
る
新
し
い
細
胞
が
発
見
さ
れ
た
。視
細
胞
の
一
つ
で
あ
り
な
が
ら
、も
の

を
見
る
こ
と
以
外
の
役
割
を
担
う
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、ま
だ
ま
だ
未
解
明

の
部
分
も
多
い
。こ
の
メ
ラ
ノ
プ
シ
ン
神
経
節
細
胞
の
機
能
解
明
に
、理
工
学

研
究
科
の
辻
村
誠
一
准
教
授
が
取
り
組
ん
で
い
る
。

理工学研究科
情報生体システム工学専攻
准教授
つじむら・せいいち／1966年広島県生まれ。98年筑波大学大学院博士課程
工学研究科単位取得後退学。博士（工学）。99年～2000年英国・アストン大
学神経科学研究所特別研究員。2000年～02年米国・ニューヨーク州立大学
特別研究員。02年～04年ドイツ・マックスプランク脳研究所特別研究員。04年
から現職。専門は神経科学、心理物理学。 光源装置の前に顔を固定し、光を照射。

その際の瞳孔反応を測定する

手製の実験装置を調整
する辻村准教授

辻村 誠一

＊ 概日リズム
サーカディアンリズムとも呼ばれる。朝・昼・晩の時間帯
に応じて人間の食事、睡眠などの生活リズムをコント
ロールする体内時計のリズムのこと。
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m
R
G
C
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。も
の

を
見
る
と
い
う
機
能
に
つ
い
て
は
錐
体

細
胞
と
桿
体
細
胞
で
事
足
り
て
い
る
は

ず
で
す
が
、そ
れ
な
ら
、m
R
G
C
は
一

体
何
の
た
め
に
あ
る
の
か
？ 

そ
れ
を
研

究
す
る
の
が
私
の
仕
事
で
す
」

m
R
G
C
に
つ
い
て
の
論
文
が

『
英
国
王
立
協
会
紀
要
』に
掲
載

　
辻
村
准
教
授
は
こ
の
数
年
来
、光
の

色
を
調
整
す
る
手
製
の
実
験
装
置
に

よ
っ
て
m
R
G
C
だ
け
を
刺
激
で
き

る
世
界
初
の
技
術
を
開
発
し
、実
験
を

行
っ
て
き
た
。す
る
と
、輝
度（
明
る
さ
）を

大
き
く
調
整
し
た
光
刺
激
と
、色
を
調

整
し
て
m
R
G
C
だ
け
を
興
奮
さ
せ
る

光
刺
激
で
あ
れ
ば
、後
者
の
ほ
う
に
よ
り

大
き
く
m
R
G
C
が
反
応
す
る
こ
と
が

わ
か
っ
た
。こ
の
こ
と
は
、m
R
G
C
の

反
応
を
左
右
す
る
の
は
光
の
輝
度
で
は

な
く
、別
の
も
の
で
あ
る
可
能
性
を
示

し
て
い
る
。

　
こ
の
研
究
を
ま
と
め
た
論
文
は

2
0
1
0
年
4
月
7
日
付
け
で
学
術
誌

『
英
国
王
立
協
会
紀
要
』の
オ
ン
ラ
イ
ン

版
に
掲
載
さ
れ
た
。「
英
国
王
立
協
会
は

1
6
6
0
年
設
立
で
非
常
に
長
い
歴
史

が
あ
り
、そ
の
紀
要
は
幅
広
い
分
野
の

研
究
者
を
購
読
者
層
に
持
ち
、権
威
も

あ
る
。今
回
の
論
文
は
バ
イ
オ
ロ
ジ
ー
分

野
に
掲
載
さ
れ
た
の
で
す
が
、工
学
や

心
理
学
だ
け
で
な
く
、世
界
中
の
生
物

学
や
医
学
関
係
の
研
究
者
が
こ
の
研
究

を
面
白
い
と
感
じ
、追
随
し
て
も
ら
え
れ

ば
う
れ
し
い
で
す
ね
」と
辻
村
准
教
授
は

期
待
を
寄
せ
て
い
る
。

「
気
づ
く
」こ
と
と

m
R
G
C
の
関
係

　
も
の
の
色
を
知
覚
し
、形
状
を
識
別

す
る
と
い
う
視
覚
に
お
い
て
は
、錐
体
細

胞
と
桿
体
細
胞
が
大
き
な
役
割
を
占
め

て
い
る
。も
し
、m
R
G
C
が
も
の
を
見

る
と
い
う
視
覚
機
能
だ
け
の
た
め
に
誕

生
し
た
細
胞
な
ら
、そ
れ
は
と
う
の
昔

に
退
化
し
、消
滅
し
て
い
る
は
ず
だ
。し

か
し
、m
R
G
C
は
今
も
人
間
の
体
に

存
在
し
て
い
る
。ま
た
、過
去
の
研
究
に

よ
る
と
、盲
目
の
人
に
も
m
R
G
C
は

存
在
し
て
お
り
、光
が
見
え
な
く
と
も

光
刺
激
を
受
け
た
こ
と
に
は「
気
づ
く
」

と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

現
在
、辻
村
准
教
授
も
ロ
ン
ド
ン
市
立
大

と
の
共
同
研
究
を
通
し
て
盲
目
の
人
に

対
し
て
の
瞳
孔
反
応
や
気
づ
き
と
の
関

連
性
を
調
べ
て
い
る
。

　
辻
村
准
教
授
は
こ
う
し
た
こ
と
も
考

慮
し
た
上
で
、m
R
G
C
に
は
光
の
感

知
や
概
日
リ
ズ
ム
の
調
整
、瞳
孔
反
応
、

あ
る
い
は
ま
だ
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い

機
能
ま
で
を
統
合
す
る
よ
う
な
、も
っ
と

根
本
的
な
存
在
理
由
が
あ
る
と
み
て
い

る
。「
m
R
G
C
の
存
在
理
由
は
、
”
見

え
な
い
け
れ
ど
も
敵
の
存
在
を
察
知
す

る
“と
い
っ
た
よ
う
な
、『
気
づ
く
』こ
と

に
関
係
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え

て
い
ま
す
。『
気
づ
く
』こ
と
は
人
間
や
動

物
に
と
っ
て
不
可
欠
で
、原
始
的
な
機

能
。m
R
G
C
は
、何
ら
か
の
ル
ー
ル
に

基
づ
い
て
外
部
か
ら
の
刺
激
を
非
視
覚

的
に
符
号
化
し
、そ
れ
を
脳
に
伝
え
て
い

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。m
R
G
C
の

研
究
は
、目
の
中
の
細
胞
を
研
究
し
て

い
る
と
い
う
よ
り
、m
R
G
C
を
通
し
て

人
間
や
動
物
の
身
体
の
中
の
根
本
的
な

メ
カ
ニ
ズ
ム
を
研
究
し
て
い
る
よ
う
な
も

の
な
の
で
す
」と
辻
村
准
教
授
は
話
す
。

「
ビ
ッ
グ
・
ク
エ
ス
チ
ョ
ン
」を

追
い
求
め
て

　
現
在
、辻
村
准
教
授
は
ロ
ン
ド
ン
市
立

大
と
の
共
同
研
究
だ
け
で
な
く
、九
州

大
と
の
概
日
リ
ズ
ム
の
研
究
、マ
ン
チ
ェ
ス

タ
ー
大
と
の
m
R
G
C
、あ
る
い
は
錐
体

細
胞
・
桿
体
細
胞
を
欠
損
さ
せ
た
遺
伝

子
組
み
換
え
マ
ウ
ス
を
使
っ
た
研
究
、福

岡
女
子
大
と
の
網
膜
電
図
の
研
究
を
進

め
、さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら
m
R
G
C

の
機
能
に
迫
ろ
う
と
し
て
い
る
。ゆ
く
ゆ

く
は
m
R
G
C
の
真
の
存
在
理
由
を
突

き
止
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
辻
村
准
教
授
は
防
衛
大
で
電
気
電
子

工
学
を
専
攻
し
、東
芝
で
は
レ
ー
ダ
ー
の

開
発
に
携
わ
っ
て
き
た
。大
学
院
や
ア
メ

リ
カ
で
は
色
覚
な
ど
実
験
心
理
学
の
立

場
で
研
究
を
行
い
、イ
ギ
リ
ス
で
は
眼
科

学
に
お
け
る
瞳
孔
反
応
の
研
究
、ド
イ

ツ
で
は
弱
視
患
者
の
も
の
の
見
え
方
に

つ
い
て
の
研
究
を
行
っ
て
き
た
。工
学
、

心
理
学
、生
物
学
、医
学
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
要
素
を
併
せ
持
つ
研
究
に
取
り
組
ん

で
き
た
た
め
か
、自
分
の
研
究
分
野
に

こ
だ
わ
り
は
な
い
と
話
す
。

　「
自
然
科
学
は
自
然
の
中
の
法
則
を

見
つ
け
る
こ
と
で
す
が
、私
は
常
に
自
然

科
学
に
お
け
る『
ビ
ッ
グ・ク
エ
ス
チ
ョ
ン
』

を
追
い
求
め
て
い
ま
す
。m
R
G
C
発
見

の
ニ
ュ
ー
ス
を
聞
い
た
と
き
、こ
れ
は
自

分
の
経
験
を
活
か
せ
る
分
野
か
も
し
れ

な
い
と
思
い
ま
し
た
。私
の
持
ち
得
る
力

を
総
動
員
し
て
、少
し
で
も
自
然
科
学

に
貢
献
が
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
」

メラノプシン神経節細胞（mRGC）の研究の概要

光
な
ど
の
刺
激

光の感知

概日リズムの調整

瞳孔反応

まだ明らかに
なっていない機能

網膜のmRGC

mRGCの存在理由は？

?
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鹿児島県からアジア太平洋までの島嶼域をフィールドとして教育・研究を推進してきた多島圏研究センターが、平成22年
4月、「国際島嶼教育研究センター」として生まれ変わった。センターの役割と今後の展望を紹介する。

国際島嶼教育研究センターを設置
～大学院生向け教育コースも創設～

　
鹿
児
島
大
学
は
創
立
以
来
、日
本
の

南
端
に
位
置
す
る
総
合
大
学
と
し
て

鹿
児
島
以
南
の
島
嶼
域
を
研
究
し
、そ

の
成
果
を
活
か
し
た
教
育
を
進
め
て
き

た
。島
嶼
域
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
た
教

育
・
研
究
組
織
と
し
て
は
、昭
和
55
年
に

学
内
措
置
で
設
置
さ
れ
た
南
方
地
域
総

合
研
究
セ
ン
タ
ー
が
始
ま
り
で
あ
る
。

　
翌
年
、同
セ
ン
タ
ー
は
南
方
海
域
研
究

セ
ン
タ
ー
と
な
り
、そ
の
後
幾
度
か
の
改

称
・
改
組
を
重
ね
、平
成
10
年
に
は
多
島

圏
研
究
セ
ン
タ
ー
と
な
っ
た
。鹿
児
島
県

だ
け
で
な
く
メ
ラ
ネ
シ
ア
、ミ
ク
ロ
ネ
シ

ア
、ポ
リ
ネ
シ
ア
か
ら
東
南
ア
ジ
ア
ま
で

を「
多
島
域
」と
位
置
づ
け
、多
島
域
に

お
け
る
人
間
と
自
然
と
の
関
わ
り
を
さ

ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら
研
究
し
て
き
た
。

国
際
島
嶼
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
の

設
置
の
意
義
と
そ
の
役
割

　
平
成
22
年
度
か
ら
の
6
年
間
、鹿
大

は
自
ら
の
独
自
性
を
出
す
た
め
の
柱

と
し
て
、「
島
嶼
」と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド

を
掲
げ
て
い
る
。ま
た
、こ
れ
ま
で
の
研

究
や
そ
の
成
果
の
蓄
積
、地
理
的
特
性

な
ど
を
踏
ま
え
、国
内
に
お
け
る
島
嶼

研
究
の「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
」と
し
て

発
展
を
め
ざ
そ
う
と
し
て
い
る
。こ
う

し
た
背
景
の
も
と
、多
島
圏
研
究
セ
ン

タ
ー
は
平
成
22
年
に「
国
際
島
嶼
教
育

研
究
セ
ン
タ
ー
」へ
改
組
さ
れ
、新
た
な
一

歩
を
踏
み
出
し
た
。

　
同
セ
ン
タ
ー
で
は
、鹿
児
島
県
の
島

嶼
域
か
ら
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
の
島
嶼
域

ま
で
を
含
む
教
育
・
研
究
を
推
進
し
て

い
く
。

　
研
究
面
に
お
い
て
は
、多
島
圏
研
究

セ
ン
タ
ー
時
代
か
ら
の
研
究
を
引
き
継

ぎ
、フ
ィ
ジ
ー
や
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
な
ど
を

フ
ィ
ー
ル
ド
に
し
た
国
際
的
な
研
究
も

拡
大
し
て
い
こ
う
と
し
て
い
る
。4
人
の

セ
ン
タ
ー
専
任
の
教
員
を
中
心
と
し
て
、

約
60
人
の
兼
務
教
員
と
の
連
携
を
深

め
、全
学
規
模
で
島
嶼
関
係
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
あ
た
っ
て
い
く
。

　
セ
ン
タ
ー
の
教
育
的
役
割
と
し
て
は
、

共
通
教
育
科
目
の
提
供
が
挙
げ
ら
れ

る
。前
期
開
講
の「
南
太
平
洋
多
島
域
」

は
南
太
平
洋
の
島
々
の
さ
ま
ざ
ま
な
問

題
を
取
り
上
げ
て
い
る
。夏
休
み
中
に

開
講
す
る「
島
の
し
く
み
」は
、鹿
児
島

大
学
与
論
活
性
化
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
と

し
た
与
論
島
で
の
3
泊
4
日
の
集
中
講

義
。与
論
町
長
、観
光
協
会
長
、郷
土
史

家
、農
協
長
、漁
協
長
が
非
常
勤
講
師

を
務
め
る
。島
の
生
の
声
を
聞
く
こ
と

で
、島
だ
け
で
な
く
自
分
た
ち
の
生
活

す
る
地
域
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
内

容
と
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、セ
ン
タ
ー
の
専
任
教
員
は
共
通

教
育
科
目
以
外
に
も
、各
学
部
・
研
究

科
で
開
講
し
て
い
る
島
嶼
関
連
の
科
目

を
担
当
し
て
い
る
。

国際島嶼教育研究センターが研究のフィールドとしているミクロネシア連邦のモキール環礁
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国
際
島
嶼
社
会
で
活
躍
で
き
る

人
材
養
成
コ
ー
ス
の
設
置

　
セ
ン
タ
ー
の
主
導
で
、新
し
い
教
育
プ

ロ
グ
ラ
ム「
島
嶼
学
教
育
コ
ー
ス
」も
平

成
22
年
度
後
期
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
。

鹿
大
が
大
学
院
修
士
課
程
・
博
士
前
期

課
程
の
大
学
院
生
を
対
象
に
横
断
的
な

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
す
る
取
り
組

み
の
一つ
で
、同
コ
ー
ス
は
そ
の
第
一
弾
。

文
化
人
類
学
、生
物
学
、医
学
、水
産

学
、農
学
な
ど
の
視
点
か
ら
、島
嶼
に
つ

い
て
学
び
、考
え
、そ
の
成
果
は
島
々
に

還
元
し
て
い
く
。総
合
大
学
だ
か
ら
こ
そ

で
き
る
新
た
な
試
み
と
い
え
よ
う
。

　
同
コ
ー
ス
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、国
際

島
嶼
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
の
専
任
教
員

に
よ
る
コ
ア
科
目
と
、兼
務
教
員
が
担

当
す
る
オ
ー
プ
ン
科
目
で
構
成
さ
れ
る
。

院
生
は
キ
ャ
ン
パ
ス
内
で
の
講
義
だ
け
で

な
く
、島
嶼
で
行
わ
れ
る
講
義
に
も
参

加
す
る
こ
と
が
で
き
る
。単
位
を
修
得

し
た
学
生
に
は
、大
学
院
修
了
時
に
修

了
証
が
授
与
さ
れ
る
。国
際
島
嶼
教
育

研
究
セ
ン
タ
ー
長
の
野
田
伸
一
教
授
は
、

同
コ
ー
ス
の
意
義
を
こ
う
語
る
。「
島
嶼

を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
す
る
研
究
者
に
と
っ

て
、分
野
横
断
の
考
え
方
は
必
須
。物
事

を
総
合
的
に
見
る
こ
と
が
で
き
な
け
れ

ば
、細
部
の
理
解
も
で
き
ず
、島
嶼
を
活

性
化
さ
せ
る
た
め
の
方
策
を
見
出
す
こ

と
も
で
き
ま
せ
ん
。若
い
う
ち
に
他
の
研

究
科
の
科
目
を
取
る
と
、視
野
や
関
心

が
広
が
り
ま
す
。島
嶼
を
学
ぶ
こ
と
は
、

専
門
外
の
分
野
と
の
連
携
の
大
切
さ
、

物
事
の
仕
組
み
を
理
解
す
る
の
に
役
立

つ
。コ
ー
ス
設
置
を
良
い
機
会
と
と
ら

え
、積
極
的
に
受
講
し
て
ほ
し
い
と
考
え

て
い
ま
す
」

 

島
嶼
に
特
化
し
た

ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
と
し
て

　
国
際
島
嶼
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
に

は
、多
島
圏
研
究
セ
ン
タ
ー
時
代
か
ら

日
本
島
嶼
学
会
の
事
務
局
が
あ
り
、全

国
の
島
嶼
関
係
研
究
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
拠
点
と
な
っ
て
い
る
。将
来
は
国
内

外
の
教
育
者
や
研
究
者
が
集
結
す
る
、

情
報
発
信
力
を
も
っ
た「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ

ン
タ
ー
」と
し
て
の
発
展
を
め
ざ
し
て
い

る
。国
際
拠
点
形
成
に
向
け
、外
国
人

研
究
者
と
の
交
流
も
精
力
的
に
行
う
予

定
だ
。「
鹿
大
の
中
に
は
、島
嶼
に
絡
む

研
究
を
し
て
い
る
先
生
方
が
た
く
さ
ん

い
ら
っ
し
ゃ
る
。そ
う
し
た
先
生
方
を
つ

な
ぎ
、学
部
の
壁
を
超
え
た
連
携
を
進

め
る
こ
と
も
わ
れ
わ
れ
の
使
命
で
す
。

島
嶼
域
を
対
象
と
し
た
研
究
所
は
全

国
で
も
こ
こ
だ
け
。『
島
嶼
の
こ
と
を
学

び
、研
究
す
る
な
ら
鹿
大
』と
言
わ
れ
る

よ
う
、さ
ら
に
セ
ン
タ
ー
の
充
実
を
図
り

ま
す
」と
野
田
セ
ン
タ
ー
長
。鹿
児
島
に

あ
る
総
合
大
学
な
ら
で
は
の
取
り
組
み

と
し
て
、国
際
島
嶼
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー

の
こ
れ
か
ら
に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
。

鹿児島県の島嶼域およびミクロネシア連邦で行った、
環境変動の影響調査の風景

開講時期

コア科目
（必修）

オープン科目
（選択）

前　　期

島嶼学概論 Ⅰ ：総合島嶼学
＜人文社会科学研究科＞

離島・遠隔保健学特論
＜保健学研究科＞

植物生態学特論
＜理工学研究科＞

離島医療学
＜医歯学総合研究科＞

水圏環境保全学特別指導（集中）

＜水産学研究科＞

後　　期

島嶼学概論 Ⅱ ：島嶼自然環境学
＜農学研究科＞

文化人類学特論
＜人文社会科学研究科＞

島嶼・海浜生物教材研究（集中）

＜教育学研究科＞

水圏生態学特論
＜理工学研究科＞

国際農業資源学特論
＜農学研究科＞

島嶼学教育コース開講科目

鹿児島大学国際島嶼教育研究センター設置記念
式典で挨拶する吉田浩己学長

センター設置記念シンポジウムで特別講演を行
うミクロネシア連邦駐日公使 レンスター P. ア
ンドリュウ氏
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ア
ラ
ム
ナ
イ
追
跡
隊

ど
ん
ど
ん
地
域
に
出
か
け
て
、

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を

自
分
の
目
で
見
て
感
じ
て
ほ
し
い
。

interview

Mizuki
OKADA

岡田 水城さん
環境カウンセラー

森林インストラクター
樹木医

鹿児島市立ふるさと考古歴史館
前のマテバシイと。この場所で子
どもたちに教えることも多い

● profile
1967年香川県生まれ。91年鹿児島大学理学部生物学科
卒業。同年～98年（財）鹿児島県環境技術協会で植物調
査業務や出版事業、講演会講師、子どもたちを対象とした環
境教育などを担当。2008年12月鹿児島県内の女性として
初の樹木医認定を受ける。鹿児島県森林審議会委員、鹿児
島県環境学習アドバイザー、鹿児島市環境審議会委員、鹿
児島市景観審議会委員などを務める。現在、鹿児島大学医
学部保健学科看護学専攻に在籍。

※「アラムナイ」とは英語で同窓生のこと。
　各界で活躍する鹿児島大学の卒業生や留学生

などのユニークな活動を紹介します。



生
物
の
勉
強
が
し
た
い
と

看
護
学
校
か
ら
鹿
大
へ

　
小
さ
な
田
舎
町
の
自
然
豊
か
な
土
地

で
生
ま
れ
ま
し
た
。子
ど
も
の
こ
ろ
は
、

学
校
か
ら
帰
る
と
宿
題
も
せ
ず
、ラ
ン

ド
セ
ル
を
放
り
投
げ
て
外
へ
遊
び
に
行

く
よ
う
な
、勉
強
嫌
い
の
子
ど
も
で
し
た

ね
。漠
然
と
、将
来
は「
自
然
を
守
る
人
」

に
な
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
し
た
。

　
高
校
生
の
こ
ろ
は
保
健
室
の
先
生
に

な
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。「
養
護

教
諭
に
な
る
な
ら
教
育
学
部
だ
か
ら
文

系
だ
ね
」と
い
う
先
生
か
ら
の
ア
ド
バ
イ

ス
で
、疑
問
も
持
た
ず
文
系
ク
ラ
スへ
と

進
み
ま
し
た
が
、だ
ん
だ
ん
生
物
関
係

の
勉
強
を
し
た
い
と
考
え
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。た
だ
、現
役
で
は
第
一
志
望

の
学
校
に
通
ら
ず
、高
校
卒
業
後
は
親

に
勧
め
ら
れ
た
看
護
学
校
に
通
っ
て
い

た
ん
で
す
。で
も
、や
っ
ぱ
り
生
物
の
勉

強
が
し
た
い
と
看
護
学
校
を
退
学
し
、

鹿
大
に
入
り
ま
し
た
。

た
く
さ
ん
の
自
然
に
触
れ
た

大
学
時
代

　
大
学
時
代
は
、と
に
か
く
い
ろ
い
ろ
な

土
地
の
自
然
を
見
て
ま
わ
り
ま
し
た
よ
。

実
習
で
離
島
に
も
行
き
ま
し
た
し
、生
物

研
究
会
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
高
隈
渓
谷
で

合
宿
し
た
り
、ト
カ
ラ
列
島
や
高
千
穂

峡
な
ど
九
州
山
地
で
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

を
し
た
り
。当
時
設
立
さ
れ
た
ば
か
り

の
ウ
ミ
ガ
メ
研
究
会
の
お
手
伝
い
も
し
ま

し
た
。夜
、調
査
に
行
く
の
で
、朝
の
講
義

が
辛
か
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。ア

ル
バ
イ
ト
で
お
金
を
貯
め
て
、自
然
を
見

に
い
く
た
め
の
旅
行
も
た
く
さ
ん
し
ま

し
た
。地
域
に
よ
っ
て
自
然
の
あ
り
方
と

い
う
の
は
全
く
違
い
ま
す
。特
定
の
生
物

を
見
る
と
い
う
よ
り
、そ
の
土
地
の
自
然

全
体
を
見
る
こ
と
が
好
き
で
し
た
ね
。

　
夏
休
み
に
全
国
の
生
物
を
学
ぶ
大
学

生
が
集
ま
る
公
開
臨
海
実
習
に
は
毎
年

の
よ
う
に
参
加
し
て
い
ま
し
た
。志
を
同

じ
く
す
る
人
た
ち
と
一
緒
に
行
動
す
る

こ
と
で
刺
激
を
受
け
、視
野
が
広
が
っ
た

と
思
い
ま
す
。

　
卒
業
研
究
の
指
導
教
員
は
堀
田
満
先

生（
鹿
児
島
大
学
名
誉
教
授
）で
す
。先
生

の
ご
指
導
は
厳
し
く
て
有
名
で
し
た
。

研
究
は
生
半
可
な
こ
と
で
は
で
き
な
い

と
痛
感
す
る
一
方
、研
究
者
へ
の
憧
れ
も

あ
り
ま
し
た
。研
究
者
の
道
へ
は
進
み
ま

せ
ん
で
し
た
が
、今
で
も
堀
田
先
生
が

所
長
を
さ
れ
て
い
る
西
南
日
本
植
物
情

報
研
究
所
で
デ
ー
タ
整
理
な
ど
の
お
手

伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
を
対
象
と
し
た

環
境
教
育
の
講
師
に

　
卒
業
後
は
、鹿
児
島
県
環
境
技
術
協

会
に
植
物
調
査
担
当
と
し
て
就
職
し
ま

し
た
。そ
の
う
ち
、子
ど
も
を
対
象
に
し

た
環
境
教
育
講
座
の
講
師
を
す
る
機
会

が
増
え
ま
し
た
。子
ど
も
に
教
え
る
こ
と

の
面
白
さ
に
気
づ
き
、こ
の
方
向
で
や
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
始
め
ま
し
た
。

　
子
ど
も
は
生
身
で
ぶ
つ
か
っ
て
き
ま

す
。そ
こ
が
面
白
く
も
あ
り
、怖
く
も
あ

る
と
こ
ろ
。大
人
の
価
値
観
を
押
し
付

け
て
も
、子
ど
も
は
興
味
を
示
し
ま
せ

ん
。子
ど
も
の
五
感
を
使
わ
せ
る
こ
と

で
興
味
を
こ
ち
ら
に
向
け
さ
せ
る
よ
う
、

内
容
を
工
夫
し
て
い
き
ま
し
た
。

　
出
産
を
機
に
退
職
し
ま
し
た
が
、子

ど
も
た
ち
に
も
っ
と
郷
土
の
自
然
の
素

晴
ら
し
さ
を
伝
え
た
い
と
環
境
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
と
森
林
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
資
格

を
取
り
ま
し
た
。樹
木
に
つ
い
て
も
勉
強

し
た
く
て
、一
昨
年
に
は
樹
木
医
の
認
定

を
受
け
ま
し
た
。ま
だ
修
業
中
の
身
で
す

が
、今
後
は
診
断
と
と
も
に
治
療
の
技

術
も
向
上
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
実
は
今
、看
護
学
専
攻
の
学
生
な
ん

で
す
。子
ど
も
た
ち
に
命
を
粗
末
に
し

な
い
で
ほ
し
い
、周
り
の
命
も
自
分
も
大

切
に
し
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
を
伝
え
る

の
に
役
立
て
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。環

境
教
育
は
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
で
す
か
ら
続

け
て
い
き
ま
す
が
、し
ば
ら
く
は
大
学
の

勉
強
や
3
人
の
子
ど
も
の
子
育
て
で
忙

し
い
時
期
が
続
き
そ
う
で
す
。

　
学
生
の
皆
さ
ん
に
は
、せ
っ
か
く
鹿

大
に
い
る
の
で
す
か
ら
、ど
ん
ど
ん
地

域
に
出
か
け
て
、い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を

自
分
の
目
で
見
て
感
じ
取
っ
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。き
っ
と
将
来
の
財
産
に

な
る
は
ず
で
す
。

大学2年のころ、西表島のマングローブの前で

鹿児島県環境学習アドバイザーとして
小学校の児童を前に講演する岡田さん

琉球大で行われた臨海実習で。このときの
仲間とは実習後も大学を訪問し合ったり、就
職後も付き合いが続くなど、よい関係を築くこ
とができた
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小 川  裕 也 さん
農学部生物環境学科3年
［鹿児島県出身］
鹿児島県立鹿児島中央高等学校卒業

vol. 12
Ogawa Yuya

外
国
人
を
特
別
視
せ
ず
、
日
本
人
の
友
だ
ち
と

同
じ
よ
う
に
接
し
て
み
て
ほ
し
い
。

　
平
成
22
年
6
月
、国
際
交
流
イ
ベン
ト「
多＊
国
籍
合
宿
」が

開
催
さ
れ
た
。実
行
委
員
長
を
務
め
た
の
は
農
学
部
の
小

川
裕
也
さ
ん
だ
。「一つ
の
場
所
に
国
境
を
越
え
た
老
若
男

女
が
集
ま
る
様
子
は
、ま
さ
に
世
界
の
縮
図
で
す
。夜
は
皆

で
踊
り
、肩
を
組
ん
で
盛
り
上
が
る
独
特
の
高
揚
感
に
包

ま
れ
ま
す
。こ
の
経
験
を
し
た
い
が
た
め
に
、1
年
次
か
ら
ス

タ
ッ
フ
と
し
て
関
わ
っ
て
き
ま
し
た
」。合
宿
の
準
備
に
奔
走

し
た
今
年
の
前
期
は「
波
乱
で
し
た
」と
振
り
返
る
。「
組
織

を
ま
と
め
上
げ
る
こ
と
が
ど
れ
ほ
ど
難
し
い
か
、痛
感
し
ま

し
た
。全
て
の
人
を
満
足
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
ん
だ
と

わ
か
り
、悩
み
も
し
ま
し
た
。そ
れ
で
も
本
番
は
と
て
も
楽

し
く
、や
っ
て
よ
か
っ
た
な
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　
小
川
さ
ん
は
中
学
時
代
の
10
カ
月
間
、父
親
の
仕
事
の

関
係
で
中
国・桂
林
に
暮
ら
し
た
経
験
を
も
つ
。「
中
国
人
の

ク
ラ
ス
メ
イ
ト
は
、皆
フ
レ
ン
ド
リ
ー
。寂
し
い
と
思
う
暇
も

な
か
っ
た
」。帰
国
す
る
頃
に
は
中
国
語
も
日
常
会
話
程
度

話
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
。今
も
年
に一度
は
中
国
を
訪
れ
、2

週
間
滞
在
し
、語
学
を
磨
く
。ア
ル
バ
イ
ト
で
、鹿
児
島
を
訪

れ
る
中
国
人
観
光
客
の
通
訳
も
し
て
い
る
。

　
平
成
22
年
4
月
か
ら
は
国
際
交
流
会
館
の
チ
ュ
ー
タ
ー

と
し
て
会
館
に
住
み
、留
学
生
の
日
常
生
活
の
サ
ポ
ー
ト
も

始
め
た
。「
留
学
生
と
暮
ら
す
中
で
、先
輩
か
ら
教
わ
っ
た『一

人一人
が
異
文
化
』と
い
う
言
葉
を
実
感
し
ま
し
た
。日
本
人

で
も
目
立
ち
た
が
り
な
人
や
シ
ャ
イ
な
人
が
い
る
。ア
フ
リ

カ
の
人
が
皆
ダ
ン
ス
好
き
と
は
限
ら
な
い
。人
と
人
が
違
う

の
は
国
の
違
い
で
な
く
、個
性
の
違
い
。今
で
は
外
国
人
を
特

別
視
し
な
く
な
り
ま
し
た
」と
小
川
さ
ん
。

　
将
来
は
海
外
で
森
林
関
係
の
仕
事
に
就
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。「
何
に
で
も
興
味
が
あ
り
過
ぎ
る
せ
い
か
、体
験
だ

け
が
多
く
て
、じ
っ
く
り
と
知
識
を
付
け
る
時
間
が
な
か
っ

た
。今
後
は
勉
強
と
体
験
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
て
残
り
の
大

学
生
活
を
過
ご
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

国際交流会館の仲間と小川さん

平成22年の多国籍合宿の様子。今年は約
500人が参加した。右が小川さん

国際交流会館内の小川さんの部屋で

「一人一人が異文化」
1年生のときに初めて参加した多国籍合宿で、先輩から教えてもらった言
葉。私たちは国や宗教、言葉の違いにとらわれがちですが、一人ひとりの
個性を文化と考え、それを理解し合おうという意味です。多国籍合宿の運
営やチューターの体験を経て、最近特にこの言葉を実感しています。

＊ 多国籍合宿
平成13年から続く鹿児島大学留学生センター主催の
国際交流イベント No.185 14



稲 盛 和 夫 氏 の 寄 附 に より建 設され た 多目的 ホ ー ル

鹿
児
島
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
あ
ん
な
い

W
elcom

e to our C
am

pus

「
稲
盛
会
館
」

稲盛会館外観

　
稲
盛
会
館
は
、科
学
技
術
を
中
心
と
し
た
学
内
外
の
情
報
交
換
や
知
的
交
流
を
促
進

す
る
た
め
の
施
設
と
し
て
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
ホ
ー
ル
や
複
数
の
会
議
室
、2
7
0
席
分
の
同
時
通
訳
設
備（
2
カ
国
語
）や
映
写
設

備
、照
明
装
置
、音
響
設
備
な
ど
、多
目
的
ホ
ー
ル
と
し
て
の
機
能
が
発
揮
で
き
る
よ
う
、機

材
が
完
備
さ
れ
て
い
ま
す
。大
ホ
ー
ル
は
ス
ピ
ー
カ
ー
と
聴
衆
が一
体
と
な
る
よ
う
、半
円
形

の
ス
テ
ー
ジ
か
ら
立
ち
上
が
る
よ
う
に
座
席
を
配
置
し
て
お
り
、学
会
や
講
演
会
な
ど
の

開
催
に
最
適
で
す
。こ
れ
ま
で
に
国
際
会
議
、学
会
、講
演
会
、講
習
会
、公
開
講
座
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
イ
ベン
ト
が
開
催
さ
れ
て
き
ま
し
た
。利
用
は
学
内
が
中
心
で
す
が
、学
外
の
方

も
利
用
で
き
ま
す
。

　
同
会
館
の
竣
工
は
平
成
6
年
10
月
。鹿
児
島
大
学
工
学
部
創
立
50
周
年
を
記
念
し
て

稲
盛
和
夫
氏
か
ら
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。稲
盛
氏
は
工
学
部
応
用
化
学
科
を
昭
和
30
年
に

卒
業
さ
れ
、現
在
は
京
セ
ラ（
株
）名
誉
会
長
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。な
お
、稲
盛
氏

が
こ
の
会
館
を
寄
附
し
た
功
績
に
対
し
、平
成
7
年
6
月
28
日
付
で
紺
綬
褒
章
が
授
与
さ

れ
ま
し
た
。紺
綬
褒
章
は
公
益
の
た
め
に
私
財
を
寄
附
し
た
者
に
対
し
、天
皇
陛
下
よ
り

賜
与
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　
稲
盛
会
館
は
地
上
3
階
、地
下
1
階
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
。工
学
部
門
か
ら
入
っ
て

す
ぐ
左
に
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。同
会
館
の
設
計
は
、世
界
的
建
築
家
・
安
藤
忠
雄
氏
に
よ

る
も
の
。安
藤
建
築
の
シ
ン
ボ
ル
と
も
い
え
る
打
放
し
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
外
観
は
街
中
で
も

ひ
と
き
わ
そ
の
存
在

感
を
放
っ
て
い
ま
す
。

会
館
に
埋
め
込
ま
れ

た
よ
う
に
見
え
る
卵

型
の
球
形
は
、「
新
し

い
創
造
の
生
命
が
宿

る
小
宇
宙
を
イ
メ
ー

ジ
」（
安
藤
氏
）し
て
お

り
、訪
れ
る
人
々
の
目

を
引
き
ま
す
。

稲盛会館
http://jimu.eng.kagoshima-u.ac.jp/inamori/
＜会館の利用について＞
対象者：鹿児島大学の教職員、学生および
         その他関係者。
         学外者、地域の方 も々利用できます。
利用できる日時：原則として平日午前8時30分
　　　　　　  ～午後6時
利用手続き：下記にお申し込みください。

＜利用に関するお問い合わせ＞
　鹿児島大学工学部 会計係
　〒890-0065 鹿児島市郡元1丁目21-40
　TEL 099-285-7701
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　鹿児島大学は、8月20日、「進取の
精神に関する講演会と学生憲章ワー
クショップ」を開催しました。これは、鹿
児島大学憲章に基づいて第2期中期
目標に掲げられた「『進取の精神』を
有する人材の育成」の全学的な共通
理解を図るとともに、授業開発、系統

的なカリキュラムの構築や学生の行動指針となる「鹿児島大学
学生憲章」の原案策定に向け開催されたものです。
　講演会では、はじめに吉田浩己学長と門 久義教育センター
長が挨拶した後、土方正夫早稲田大学オープン教育センター
長が「実践的知を育む現代教養教育へのアプローチ」と題して
講演し、「教職員が一体となり学生のニーズを検討し、カリキュラ
ムにフィードバックさせ双方のモチベーションを高めることが重
要」と指摘しました。
　ワークショップでは、各学部から推薦された32名の学生が4
グループにわかれ、教職員と協働して「学生憲章」策定に向け
て、教育や学生生活などカテゴリー別にキーワードを列挙しな
がら検討した後、鹿児
島の歴史・文化をふまえ
た4つの案が発表されま
した。今後は、案を基に
「学生憲章」を策定し、
開学記念日に発表する
予定です。

　鹿児島大学は、7月8日、鹿児島
県、鹿児島県宇宙開発促進協議
会と共催で「若田光一宇宙飛行士

来鹿記念特別講演会」を開催し、一般市民など約250名が参
加しました。この講演会は、若田宇宙飛行士がスペースシャトル

「ディスカバリー号」で国際宇宙ステーション（ISS）に滞在した
際、公式飛行記念品として搭載した鹿児島県のシンボルマー
ク旗の返還に来鹿したのを記念して企画されたものです。
　若田宇宙飛行士は、昨年の「ディスカバリー号」でのミッショ
ン内容やISS／「きぼう」日本実験棟での長期滞在中の国際
宇宙ステーション組み立てや実験の様子のほか、日常生活、乗
組員など映像を交えながら紹介しました。また、馬嶋秀行医歯学
総合研究科教授（宇宙環境医学講座）とのトークセッションも
行われ、長期の宇宙滞在を可能とする研究の推進について今
後の期待を語りました。最後に一般市民からの質問に対して、
大気圏に突入する際の様子や宇宙での心構え等について丁
寧に答え、「探究心や思いやりの気持ちを忘れずに夢や目標に
向かって頑張ってほしい」とメッセージを送りました。

　鹿児島大学と山口大学は、平成24年度、両大学に「共同獣
医学部」を設置し、「共同教育課程」の開設をめざすこととし、8月
23日、鹿児島大学において吉田浩己学長と丸本卓哉山口大
学長ら関係者が出席して記者会見を行いました。会見では、吉
田学長と丸本学長が挨拶し、設置の背景、目的や概要等をはじ
め各大学の特色について説明しました。
　本構想は、平成21年3月に施行された「大学設置基準等の
一部を改正する省令」により可能となった教育課程の「共同実
施制度」に基づくものであり、「共同学部」設置による「共同教育
課程」は日本初の試み。近年の獣医師の職責の多様化や獣医
師不足などの問題を受け、国が理想とする獣医学教育カリキュ
ラムを構築し、スケールメリットを活かした相補完的な教育の実践

進取の精神に関する講演会と
学生憲章ワークショップを開催

若田光一宇宙飛行士
来鹿記念特別講演会
を開催

鹿児島大学と山口大学による「共同獣医学部」設置構想を発表

講演する土方センター長

ワークショップの様子

馬嶋教授（右）とのトークセッション

講演する若田宇宙飛行士

を行います。鹿児島大学は高度産業動物獣医療、食や産業動
物分野における実践を、山口大学は二次診療に特化した伴侶
動物の高度獣医療や感染症分野における実践をそれぞれ特色
としており、共同教育課程が設置されることで両大学の特色を
併せ持つ教育が可能
となり、地域ニーズに
応じた獣医学教育を
実践し、動物・人類の
健康や福祉に貢献で
き国際的にも通用す
る獣医師の人材養成
をめざします。 合意書を手に握手する、丸本学長（左）と吉田学長
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　鹿児島大学は、地域の活性化を図ることを目的として、
このたび鹿児島市、鹿児島大学、鹿児島経済同友会及
び株式会社鹿児島銀行との四者による産学官連携協定
を締結することとなり、8月9日、鹿児島市役所において締
結式が行われました。
　締結式では、森 博幸鹿児島市長、吉田浩己鹿児島大
学長、永田文治鹿児島経済同友会代表幹事、上村基宏
鹿児島銀行頭取が協定書へ署名した後、それぞれ挨拶
しました。吉田学長は「鹿児島大学の知的資源を活用し
て、地域社会の活性化につながる地域貢献に邁進してい
きたい」と抱負を述べました。
　鹿大は、これまで平成19年11月に鹿児島市と包括連
携に関する協定、平成20年11月に鹿児島銀行との農
業経営管理システム開発事業に関する連携協定を締結
していますが、今後は、四者が連携協力して平川動物公
園及びかごしま水族館を活かした地域活性化の方策の
研究及び推進等を行い、鹿児島の新たな魅力を全国に
発信していきます。

鹿児島市、鹿児島経済同友会、
鹿児島銀行との産学官連携
協定締結

医学部の取組みが
「大学教育・学生支援推進事業
大学教育推進プログラム」 に選定

　文部科学省平成22年度「大学教育・学生支援推進事業
大学教育推進プログラム」に医学部の「地域医療を担うプ
ロフェッショナリズム教育」が選定されました。本取組みでは、
臨床能力に加え地域医療を理解し責任感を有した医師・医
療専門職の育成を医学科と保健学科、大学と地域が協働し
て推進します。新たに医療機関等の協力を得て大学教育と
しての教育体制を地域に拡大し、そこでの幅広い学習の成
果を評価する方法も構築して卒業認定に至る教育課程を整
備することとしています。

　9月9日、学長室において鹿児島大学名誉教授（現鹿児
島県立短期大学学長）の種村完司氏に対し、感謝状の贈
呈式が行われました。この贈呈式は、種村名誉教授が、今
年本学を退職した際に、私費外国人留学生への支援基
金を寄附したことを受けて行われたもので、この寄附金によ
り、新たに「種村完司私費外国人留学生奨学金」を設け、
今年度5名の留学生に支給することになっています。

種村名誉教授が
私費留学生支援基金を寄附

鹿大なんでも情報版
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　平成17年4月に医歯学総合研究科博士課程に入学され
た福山茂雄さん（鹿児島県大島郡和泊町福山医院理事長 
84歳）が、この度、医学博士の学位を取得されました。84歳で
の医学博士の学位取得は、同研究科における最高齢記録と
なります。福山さんは、昭和27年に医師となり、昭和31年に
出身地の和泊町で福山医院を開業、平成3年からは老人保
健施設、平成6年からは同施設に隣接して有床診療所を開設

　医歯学総合研究科で最高齢の医学博士が誕生

左から永田幹事、森市長、吉田学長、上村頭取

し、地域医療に貢献されてきました。同研究科入学後は、皮膚
科学分野で2年間の臨床研究を行った後、免疫学分野に移
り、疥癬（かいせん）の診断法について研究されました。学位論
文は、老人保健施設において患者さんを悩ます疥癬の原因で
あるヒゼンダニについての新たな遺伝子診断法に関する研究
で、現在世界中から問い合わせが来るなど、大きな反響と評価
を得ています。

種村名誉教授（左）と吉田学長
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　教育センター放送大学視聴室が、共通教育棟3号館3階に
開設され、7月12日、看板上掲式が行われ、吉田浩己学長、本
間博文放送大学副学長、竹田靖史放送大学鹿児島学習セン
ター所長と阿部美紀子教育担当理事により、放送大学から寄
贈されたステンレス製の看板が上掲されました。
　同視聴室は、放送大学科目放送番組の視聴による学生の
履修の利便性向上を目的として、教育センターが設置したもの
で、大学内に設置したのは放送大学学習センターやサテライト
スペースの再視聴施設を除けば初めてです。今回の視聴室の
開設によって、共通教育の更なる充実とともに、放送大学との
連携強化を図ることとしています。視聴室は27㎡、6名定員で利
用時間は8時50分から17時40分となっています。

教育センターに放送大学視聴室を開設

研究内容の説明を受ける参加者

　男女共同参画推進室“muse篤姫”*は、次世代育成支援の
一環として、8月5日、6日に女子大学院生と女子高校生が交流
する「“muse篤姫”郷中Café『夢・未来』」を開催しました。これ
は、女子高校生に女子大学院生との意見交換の場を提供す
ることによって、大学での授業や研究活動の概要を把握し、将
来のキャリアイメージを持ってもらうことを狙ったものです。2日間
で約80名が参加し、終始和やかな雰囲気の中、高校生は、大
学院生からポスター等による研究活動の紹介を受けたほか、学
生生活や将来のことについて意見交換していました。なお、企
画名の「郷中（ごじゅう）」は、先輩が後輩を指導・育成する薩摩
藩の伝統的教育システムから命名したものです。
＊“muse篤姫”は鹿児島大学男女共同参画推進室の愛称。

　教育学部1年の下山翔平さんが、アジアラグビージュニアチ
ャンピオンシップ（IRBジュニアワールドラグビートロフィーアジ
ア予選）のユース日本代表（U20）メンバーに選出されました。
日本代表は、8月22日から28日にタイバンコクで開催されたア

　理工学研究科生命化学専攻の濱田季之准教授
は、東京大学、北海道大学、理研、日本電子、ヨハン・
ヴォルフガング・ゲーテ大学（ドイツ）の研究チームとの
共同研究で、海綿に含まれる超強力な細胞毒、ポリセ
オナミドB（pTB）の三次元構造の解明に成功しまし
た。pTBは、イオンチャンネル*能をもつ現時点では世
界最小の分子です。この孔形成毒素については、さま
ざまなバイオナノテクノロジー分野で応用されていくこ
とが期待されています。

＊細胞の生体膜(細胞膜や内膜など)にある膜貫通タンパク質の一
種で、受動的にイオンを透過させるタンパク質の総称。

　奈良先端科学技術大学院大に研究員として留学していた医学部・
歯学部附属病院整形外科の棈松昌彦医師などのチームが、神経幹
細胞と抗てんかん薬を併用し効率良く神経細胞を生着させ、重度の脊
髄損傷マウスを歩けるようにする治療法（HINT法）を開発しました。棈
松研究員らは、脊髄を損傷させたマウスに神経幹細胞を移植するとと
もに１週間バルプロ酸を投与する実験を行い、6週間後には、ほとんど
歩けなかったマウスの21匹中、15匹が歩けるようになり、残りの6匹に
も明らかな機能回復が見られることが確認できました。これまで損傷し
た脳や脊髄は再生能力が低く、麻痺症状が現れると治療は困難とさ
れていました。今回、神経幹細胞と抗てんかん薬の組み合わせは世界
初の試み。この成果により、脊髄損傷や脳卒中などの人間での臨床
応用が期待されています。

オープンキャンパスで“muse篤姫”
郷中Café「夢・未来」を開催

教育学部生がアジアラグビージュニアチャンピオンシップのユース日本代表に選出

理工学研究科 濱田准教授らが
海綿に含まれる毒素の
三次元構造を解明

棈松医師などのチームが神経幹細胞と
抗てんかん薬併用で脊髄損傷を再生

ジア予選に出場し、日本、香港、中華台北、スリランカ、韓国、
タイ、マレーシア、シンガポールによるトーナメント戦と順位決定
戦が実施されました。下山さんは全試合に出場し、日本代表の
優勝に貢献しました。

左から阿部理事、吉田学長、本間副学長、竹田所長

研究活動について説明する大学院生
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子どもたちは10年先を見ています。
彼らに「門」の向こうに広がる世界を見せてほしい。

■ 地方の総合大学としてもっとアピールすべき
　先日、鹿大が産学官連携によって鹿児島市の動物園と
水族館の活用策を考えていくというニュースがありました。
また、鹿大が製作した超小型人工衛星打ち上げのニュー
スも、鹿児島の子どもたちに大きな感動と夢を与えてくれま
した。
　地域に密着しながら、一方では最先端の研究も進めてい
る。これは地方に根ざす総合大学として素晴らしい取り組み
です。最近、学長のお姿をメディアで拝見する機会も増えた
ように思います。積極的に地域に打って出ようという姿勢が
強く感じられ、大変頼もしいです。
　これだけの総合大学が地元にあることの利点、魅力をも
っともっとアピールしていくべきだと思います。

■ 鹿大自身が鹿大の魅力を再発見することが必要
　例えば鹿大のホームページです。魅力的なページが広が
る中に「鹿児島大学の社会貢献活動」という項目がありま
す。ページを開くと実にたくさんの事業を実施しており、事業
ごとに簡単な説明がついています。
　しかし、これだけでは鹿大の魅力は伝わりません。鹿大に
興味のない人を想定して、具体的でわかりやすい内容に編
集していくことが必要ではないでしょうか。
　「社会貢献活動」であれば、鹿大がどのように地域と関わ

り、役立っているかを具体的にわかりやすく示してほしい。例
えば、「社会貢献活動」を「技術革新」「地場産業への貢
献」「人材育成」「災害防止」「地域医療」などといった項
目に細かく分類してみてはどうでしょう。あるいは、「開」「新」

「育」等々の漢字一文字を切り口にして鹿大の姿を見せ
ていく方法もあるかもしれません。
　そのためには、鹿大自身が鹿大の魅力を再発見していく
ことが必要です。

■ 「門」の向こうに広がる世界を見せてほしい
　高校生に対しては、入試情報だけでなく、鹿大でどんな勉
強ができるのか、鹿大を出て将来、鹿児島でどのような活躍
ができるのかを示してほしいと思います。そうすれば「地元で
頑張りたいから鹿大に進学したい」という意欲のある生徒が
もっと出てくるはずです。子どもたちは10年先を見ています。
大学受験の際の「門」の高さだけでなく、「門」の向こうに広
がる可能性に満ちた世界をぜひ見せてほしいと思います。
　私が子どもの頃、夏休みになると鹿大の合唱団が公演
に来てくれました。鹿大生は当時の私にとって知性の香り
を運んできてくれる存在でした。若くて元気のある鹿大生
は、地域の子どもたちにいろいろなことをしてあげられるはず
です。子どもたちに夢を与えてくれるような存在であってほし
いですね。

おおひら・かずお／昭和28年種子島生まれ。昭和52年九州大学
文学部国語国文学科卒業。錦江湾高校を振り出しに県内高校
勤務を経て、平成7年県教育委員会学校教育課指導主事。川辺
教育事務所長、総務課人事管理監、教職員課人事管理監、教職
員課長、教育次長を歴任。平成22年4月から現職。

鹿児島県高等学校長協会理事長、鹿児島県立鶴丸高等学校長 大平  和男氏

研究内容の説明を受ける参加者

第10回

　産学官連携推進機構と（財）かごしま産業支援センターは、10月1日、平成22年度第1回
「国立大学フェスタ2010 鹿児島大学ラボツアー」を開催しました。これは、県内企業の活性
化と県内企業等と大学間の共同研究の足がかりとなることをめざす「産学官連携サポーター
事業」の一環で、県内の大学等が保有する研究シーズと、県内企業のニーズをマッチングする
機会を創設するものです。今回は、県内企業関係者約80名が鹿児島大学の電子情報通信
関連分野の5つの研究室を訪問し、地域企業と大学との交流・情報交換を行いました。

鹿児島大学ラボツアーを開催

　社会にとって有用な人材をいかに育てるかという点にお
いて、鹿大と高等学校側の思いは同じです。両者は連携し
ながら、どのようにして子どもたちの可能性を実現させるか、
考えていかなければなりません。
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　屋久島が日本で最初の世界遺産に登録されて17年がた

ちました。世界遺産効果は驚くほどのものがあります。最

近では縄文杉登山者が増えすぎて、トイレや踏み荒らしに

よる自然破壊が大きな問題となっています。世界遺産に登

録された平成5年までは、どちらかというと世間的にはあ

まり知られていない島でした。いま年間屋久島に来る観光

客は40万人、17年前はせいぜい10万人ですからその急増

ぶりがわかります。

　屋久島は花崗岩が海底から押し上げられてできた島で、全

体が岩でできています。花崗岩の上に薄い土壌が乗っている

だけなので、樹木の成長が遅く年輪が緻密になって長寿の木

ができあがります。その代表が縄文杉です。樹齢は一説には

7200歳ともいわれています。縄文杉に限らず千年を超える

杉がたくさんあり、ツガやヒメシャラなどおおむね大木にな

るのがこの島の特徴です。加えて、年間4000ミリを超える日

本一の降水量がこうした特殊な自然を成立させました。全国

的な人気が出たのは当然のことともいえるでしょう。

　2年ほど前から鹿児島環境学というプロジェクトを始めま

した。鹿児島大学が学部の垣根を越えて環境問題に取り組

もうというものです。環境問題は、温暖化から自然保護など

複雑多岐にわたります。屋久島が世界遺産になり、いま奄美

群島が世界自然遺産の次の候補地であることは、絶好の研究

テーマが至近に存在することを意味します。鹿児島の自然の

最大の特徴は温帯と亜熱帯の自然を2つ持っていることで

す。しかも世界自然遺産を2つ持つ可能性があるのは全国で

も鹿児島だけなのです。屋久島と奄美をテーマとして自然と

人間が共生する新しい地域モデルをつくることができれば、

じつに素晴らしいことではないでしょうか。
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世界遺産と鹿児島

ご感想・ご意見は鹿児島大学広報センター（総務部広報室） 電話099-285-7035／E-mail  sbunsho@kuas.kagoshima-u.ac.jpまで。

鹿児島大学学長補佐 環境プロジェクト担当

小野寺 浩 特任教授

お
知
ら
せ

●鹿児島環境学プロジェクトでの成果をまとめた市販
本を出版しました
大学憲章に基づくプロジェクト事業の一環として、一昨年10月
に立ち上げた鹿児島環境学プロジェクトの成果の第二弾として

『鹿児島環境学Ⅱ』を刊行しました。

●保護者向け広報紙『鹿大だより』
　第６号を発行しました

『鹿大だより』第6号では、鹿大の教育目標を中心
に就職・進路状況、先生インタビュー、サークル紹
介、鹿大の主な出来事などをお伝えします。

〈表紙〉

●花崗岩の島 屋久島
屋久島は巨大な花崗岩の塊である。
1400万年程前、海底の堆積岩に生じた
亀裂にマグマが入り込み、花崗岩となっ
た。それが次第に隆起して海上に突き出
たのが屋久島だ。表紙は屋久島の栗生
岳。山頂部にみられる花崗岩は、屋久島
が花崗岩の島であることを物語っている。
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取
の
気
風
」に

あ
ふ
れ
る
総
合
大
学
を
目
指
し
て
お
り
ま

す
。さ
ま
ざ
ま
な
取
組
み
の
一
つ
と
し
て
、

学
生
を
海
外
に
派
遣
し
、体
験
を
積
ま
せ
、

「
進
取
の
精
神
」を
涵
養
す
る
教
育
事
業

を
本
年
度
よ
り
強
化
し
ま
し
た
。

　
広
報
セ
ン
タ
ー
で
も
、職
員
を
海
外
に
同

行
さ
せ
て
取
材
さ
せ
る
と
い
う
新
た
な
試
み

を
し
て
お
り
ま
す
。砂
漠
の
雰
囲
気
や
学
生

が
海
外
体
験
で
成
長
す
る
過
程
が
皆
様
に

お
伝
え
で
き
た
ら
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
さ
て
、本
学
に
関
す
る
マ
イ
ナ
ス
面
ば
か

り
が
報
道
さ
れ
る
昨
今
で
す
が
、前
号
に
引

続
き
、日
々
の
教
育
や
地
道
な
研
究
の
積
み

重
ね
と
い
う
大
学
本
来
の
姿
を
紹
介
し
ま

し
た
。マ
ス
コ
ミ
が
記
事
に
し
な
い
も
の
を
取

り
上
げ
る
こ
と
も
、本
ジ
ャ
ー
ナ
ル
の
使
命

で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。本
ジ
ャ
ー
ナ
ル

も
紙
面
を
更
新
す
べ
く
来
年
度
に
向
け
て

準
備
中
で
す
。ご
期
待
く
だ
さ
い
。

広
報
セ
ン
タ
ー
長
　
副
学
長

萩
野
　
誠

アマミノクロウサギ

この冊子には、環境対応型インキ
として、植物由来の油を配合した
インキ「植物油インキ」を使用し、
環境負荷にも配慮しております。
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メラノプシン神経節細胞の機能解明に挑む
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